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Graphics Collection 


物語 は つね に 、 こ の スキ ー 場 か ら 始ま 
る 。 一 見 、 楽し げ な や り と り の 中 に も 、 


ある か も し れ な い …… 
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ペン ショ ン を 訪れ る 人 々 と の 他愛 の な 
会 話 。 美 味 し い 食事 。 穏やか な 空気 。 
の 中 に 、 ひ と り だ け 違 和 感 を 感じ させ 。 
る あや し げ な 男 。 彼 の 正体 は 








食 六 の 隅 、 盛 に 溶け 込む な よう に し て 座っ て いる 、 コ ー ト の 男 。 
計 中 だ と 3 上 着 も 由子 も 脱が す 、 














1 ( 平穏 な 空気 を 破る か の よう に 、 突 如 、 
IT | 投げ 入れ られ た 脅迫 状 。 誰か が 軽い 気 
志 旨 持ち で 起こ し た 罪 の な い 悪 戯 か 、 そ れ 
と も 、 恐 ろ し い 事 件 の 前 兆 な の か …… 
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「 死 ん で る ん で 
あそこ で バラ バラ に な っ て ・ 
= くり と 誰か の 嘩 を 飲む 












バラ バラ 死体 。 いつ 、 ど こ で 、 誰が 、 
こん な こと を ? 動機 は ? 方 法 は ? 
謎 を 呼び …… 






手がかり は ? 謎 が 
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MSG 
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CA 
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類 尾 な ん で 信じ で る わ ゆ じゃ な いみ の 
H 然 現象 %@ 


みよ う 。 この 風 の 草 を 聞い で み 
は 員 な ら 、 め っ た に で き な い 、 


内 


ど (まう SS 


今や 完全 に 雪 に 閉ざさ れ 、 姿 な ぎ 尊 人 
者 の 影 に お び え る 泊まり 客 た ち 。 犯 人 
は 、 ペ ンション の どこ か に 潜ん で いる 
の か ? それ と も この 中 の 誰か が …… 














俊夫 の 部 屋 





みどり の 部 屋 





香 1 
山 
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E 
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本 編 の 主人 公 で 、 首 都 圏 に 住む ご く 普 通 の 
大 学生 。 真理 と は 大 学 で 知り 合い 、 今 回 の 
スキ ー 旅 行 に 同行 する 。 ス キー は まっ た く 
の 初心 者 の くせ に 、 プ ロ 級 の 真理 に つい て 
いっ て ケガ を し て し まっ た り 、 推 理 を 間 佑 
っ て 思わ ぬ 不 幸 を 招い て し まう こと も … 
…。 し か し 、 き ちん と 推理 すれ ば 難解 な 事 
件 も 解決 する ほど の 名 探偵 ぷり を 発揮 す 
る 。 だ が 、 あ る シチュ エー ショ ン で は 唯一 
の 取り 柄 で ある 探偵 役 を 真理 に と られ て し 
まう こと も ? 





ブッ ク の 斉 が し た 。 
「 ど う ぞ 。 開い て る よ 」 









SS 


真理 と 上 束 た り っ き りら の スキ ーー 旅行 。 期 待 
sa 肌 羽 で ら ま すう 訪 だ うこ SI 





| 婦 山 の ペン ショ ン で 起き た 謎 の 

軸 と 寺 生 半 だ 人 事件 。 そ の 現場 に 閉じ こめ 
アルン 位 朋 肢 訣 較 | られ た 、13 人 の 登場 人 物 た ち 。 

「 K 人 2 靖 詳 犯人 は 、 こ の 中 の 誰か か !? 
間 れ と も 、 ペ ンション の 
msssssssssg 唐 ご こ か に ひそ ん で いる の 










ンーー、 ンー へ 、 ーー シー ン 


と こっ 





理 を 楽し わ 真理 だ っ た が …… 








ペン ショ ン | シュ ブ プール | の オー ナー 人 小 本 きん の 姫 
で 、 人 危 と 同じ 大 学 に 通う 女子 大 生 。 頭 の 回 転 が 早く 、 
スポ ー ツ 万 能 で スキ ー は プロ 級 。 お まけ に スタ イル 
抜 郡 で 、O 工 三 人 組 に 喘 画 女 優 と 間違わ れる ほど の 
美 入 の よう だ 。 彼 女 の 出生 の 秘 審 に 迫り 、 洋 に と り 
ー つ か れ で セレ まう 蛋 霊 編 や ー ス フー モー ビル を 乗り 回 一 
。 すか っ こい い ア クシ ョ ン が 圧巻 の スパ イ 編 な ど 、 
様々 な スト ー リ ー で 彼女 の 活躍 ぶり が 見 られ る 。 


と の ここ 





















小林 の 妻 。 料理 が 苦手 で ある 
に も 関わ ら ず 、 自 分 の 料理 を 
客 に 出し て し まい 、 小 林 さ ん 
- を 困ら せる こと も ……。 ま た 、 


ある シチュ エー ショ ン で は ューー 


ロウ ソ ク と 聞く と 体 が 反応 し 、 
"ホン テー ン ソン ファッ ン ョ ン に 上 遇 


を 包む と いう 彼女 の 過激 な 曽 - 


が 見 られ た りす る が ? 
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今回 、 惨 劇 の 舞台 と な る ペン ショ 
ン | シュプール 」 の オー ナー で 真 
理 の 叔父 。 子供 の 頃 か ら 料 理 が 好 
き で 、 脱 サラ レ し て ペン ショ ン を 開 
いて し まっ た ほど 。 ス パイ 編 で は 
真理 た ちの ボス 役 、 悪 霊 編 で は 過 
去 の 秘密 を 握る 人 物 と か な り 重 要 
な 役どころ が 多い 。 









人 を も て な す の が 好き で ペン 
ショ ン を 開い た だ け あ っ て 、 
気さく な オー ナー で ある 


料理 の 腕 は イマ イチ だ が 、 
どう や ら お 茶 を いれ る の は 
_m 叶 届 8R2S'5)7/ 

















大 上 阪 の 会 社 社長 。 オ ー ナ ー の 小 
林 さ ん が サラ リー マン 時 代 に 仕 
事 の 世話 に な っ た 緑 で 知り 合い 
に 。 人 の 話 を あま り 聞 か ず 、 自 
分 の 意見 を 押し 通す 、 い か に も 
成り 上 が り の ワン マン 社長 。 あ 
る シナ リオ の 中 で 聞く こと が で 
きる 彼 の イメ ー ジ ソン グ カ ラオ 
ケ は 必聴 。 


「 わ し は こう 上 
ド つ と っ た ん や 。 











自称 ・ 柔 道 有 有段者 の 香山 
さん 。 犯 人 を 見 つけ た 暁 
に は 、 彼 の 地獄 車 が 省 人 
する の か が !? 


sepbGbSooseoo3 






清 弟 な た た ずぶ まい の 女性 。 ど 。 硝 山 の 表 。 も の 静か で 、 夫 と 
に える か は 正反対 の 上 品 な ご 細 人 。 だ 

が 、 愚 霊 編 で は 霊感 が 強かっ 
- だ ぼ か り に 旗 や 革 に あっ た り ュ ーー 
スパ イ 編 で は 一 番 デ カイ 銃 を 
ぶっ ぱな す 過 激 な 女 ス パイ を 
演じ る な ど 、 意外 な 活躍 を す - 
る こ と も ー……o 






「 シュ プー ル 」 で 住み 込み の アル バ 
イト を し て いる 自称 大 学 6 年 生 。 身 
長 184cm で スキ ー 好 き の ス ポー ツマ 
ン 。 同じ ペン ショ ン で アル バイ ト を 
し て いる みどり と は 恋人 同士 の よう 
だ 。 そ の まっ すぐ な 人 性格 が 災い し て 、 
思わ ぬ 事 態 を 招く こと も ? 





















NN つい さっ き 殺 人 事件 が あっ た 
Se に も か か わら ず 、 お いし そう 
に コー ヒー を 飲む 







ャ ーー 動 の いい 彼女 は 、 透 より 先 
「 シュ プー ル 」 で 住み 込み の ア に 重 件 衣 決 と な る 手がかり 


ル バ イ 。- ト を. し て いる 女性 。。 高 を 見 つけ る の だ が --- 
校生 に 見 えた りお ば さん に 見 
えた り と 年 齢 不詳 の よう だ 。 
= 事件 解決 編 で は 持ち 前 の カン 
の よき で 真相 に 飼 る が ここ 2 
まだ 、 ス パイ 油 で は マン ング 
ン を 出 あ まぐ る 交 ス パイ へ と - 
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スー ツ 、 軒 全 提 シグ ラス 、 ド トレ ン 
at2W CS IP 
わな い 服 装 を し た 謎 の 人 物 。 年 齢 
職業 な ど に つい て は 一 切 不 明 。 彼 の 
絆 を 像 いた よう な 悲鳴 が |「 シュ プー 
ル | に 響き わた る シー ン を 見 る こと 
も ある だ ろう 。 












委 


| 食堂 の 王 鞭 に 溢 け 
| いる 、 人 
* 】 





家 の 中 で も 帽子 を 被り 、 サ ン 
グラ ス を は ず さ な い の に は 何 
か 理由 が ある の だ ろう か が !? 








風景 写真 専門 の フリ ー 
メラ マン か っ し りら し 
美 構 本 は 、 他 の 客 よ ら 少 し 遅 た 体格 と 毅 が 山男 と いう 
NN RSS IS 
ー ド で 重 な 役 が 多 ^ 
1 本 
霊 編 で の キャ ラク タ 


ーーー の 変 才 ぶ り は 区 ミーーー 


SN 
つか 


の 】 











交 





KR 





0 36022 お 8 ex NKK2080206HRYSKRS3SS 0 6 8 








YAAGKKScYAea6SNENSeC445KCAACCASSMASZRKSSNMortkShzSacwetveoMENKEMySSSGAR MOAD5NS の 人 





ROCK 
























の プ N、 ジブ ウ N すず 234\ マ CRPVEWCIREK7 上 夫 雪 
O L 3 人 組 の 中 で は 一 番 ス キー が 上 手 科 生 P 奈 し な 寝 
いよ う で ある 。 見 か け は イケ イケ と い し 
っ た 感じ で 、 ス パイ 編 で の 主人 公 に 人 色 9 
仕掛 で 過 る 女 スパ イ 役 は 必見 バ 公 固 
編 を に 

その 太め の 体格 か ら か 色 


気 よ り も 食い 気 と いっ た 
感じ の 彼女 。 夕 食 の 時 に 
は 、 ス ー プ を 5 杯 も お か 
わり し て し まう ほど の 食 
い 意 地 の 張 り よ うだ 。 


) 
5 ん が 大 声 で 叫び 、 ベ ッ ド に 突っ 伏 






「 シ ュ ブ プー ル 」 の 泊まり 客 、 
スタ ッ フ の ほとん ご ど が 殺さ 
れ 、 ベ ッ ド に 泣き 崩れ る 啓子 








9 ぎ 。 0 w - 一 っ っ た 3 は 


が 速く 、 仕 事 が で きそう と いう 
印象 の 彼女 。 ス パイ 編 で は アイ 
ーー スピ ビッ ク を 玉 手 に 主 大 公 た ち に 
OK nl 
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玉 洒 征 瑞 ③ 対 座ら @ 叔 玉 


顎 試 NB 対 す 人 
| エニ せ 山 人 人! 思 叶 帯 員 












8 まま ド トド SS 
=F 二 || ン 
| っ 5 且 妥 較 | 上 | 
ーー ご" ーー[ 8 1 1 
9 厨 有 お 還 6 ン 上 
た トート | ぁ と 
人 9 情 SS[ | 





_ Character's Dialogue Seleceon =o= 





ひと つ は 、 香 山 と 最高 の ぜ ざい たく" 議 争 に 
な っ た 時 の 透 の セリ フ 。 も う ひ と つ は 、 も ち 


っ 、 ゃ く 
0 暗証 ろ ん タ チ の 悪い ジョ ー ク だ っ た の だ が -…- 
詳 [の ぜいたく は ゃ や っ ぱり な ん と 言っ て も 、 
真 勲 < ク ー ラ フー を が ん が ん に か け て 
(0 儲 べ る こと で す よ ょ 」 
還 「 な ん で ? 中 遇 な ん か な いで す よ 。 
尊し た か っ た か ら 散 し た ん で す 。 
すご くい い 烏 分 だ っ た | 


小林 
二郎 


% 香山 春子 位 議 の で こっ た … 
旨 較 間 「 お 太い 妊 い 合っ た り し て も 、 | 0 
いこ と な ん か 何 に も な いわ 。 こり ゃ あ …… 玩 体 だ 。 


人 間 の 死体 だ ! 」 


死体 を 発見 し て の 第 一 声 は 、 こ の 
ベ ペンション の オー ナー の 小林 か ら 
| 発せ られ た の だ っ た …… 


較 分 は み ん な 人 し 
あわ な くち ゃ 」 


ペン ショ ン に いる メン バー が お 互い 疑心 
暗鬼 に な っ た 時 に 、 春 子 が 一 言 。 春 子 の 





ひと つ は 、 自 馬 だ け に 自 い 馬 と いう ウケ で は な く 、 も 
っ と シリ アス な シー ン で 登場 し た セリ ラ 。 も う ひ と つ 
は 、 と の シチュ エー ショ ン に だ た どり つい て の お 楽し み 


「 う ん 。 司 に 乗っ て 助け に 米 て ね 。 
[… お まじ な い 、 し て ぁ げ る 」 








願い も 込め られ で いる の か …… 


0 
彼女 の と ころ ^ 内 
行っ て 来る 」 ず 
彼女 ′” と いう の は 、 み どり の こ 
と 。 同じ ペン ショ ン で 働く 者 同 
士 、 惹か れ 合う も の が あっ た の 


座 あ ん た 、 時 っ た …。 
4 私 スー プ 、 
蘭 較 族 杯 りお か わり 

P し ちゃ っ た 
か りら ……| 


北野 啓子 


脅迫 状 が 来 た こ と を ご ま か そ うと し た 





送 だ 5 が 、e9 が | | ラク el 「 


ブリ が 入っ て た ん で す よ 」] は 、 逆 効果 
だ っ た よう だ 









修 崎 みどり , 


「 で も さき -、 農 エ 画 た ん か の 


っ て 最近 、 
すご いじ ゃ な い ? 
ああ いう や つ な ん じ 
ゃ な い の 」 


まさ か 、 こ ん な の どか な ペンション に バラ バラ 死体 
が ある と は ……。 突 然 の 異常 事態 を 、 に わか に 信じ 
られ な いみ ご どり の 発言 


涯 瀬 可 奈子 


較 ほ ん と ? mos 


大 し いわ , … ね ぇ 、 今 化 は 

1 一 稲 に 栄 し み ま の ボ Oo 
いい で し ょ ?」 

ご で のめる シー テン で 、 透 居 向 が か つう で の 内 胆 な 三 言 。 


と の 後 も 、 透 に 対し て 大 胆 な 挑発 を 連発 。 透 は 
AUO2/z/ ウ / ラ 2300 











…… 目 い 馬 で | 


費 山 誠 一 
[Au や 、 を 5 違う な 。 

柏 で スト ー7 思 っ きり 
壮 いて アイ スキ ャ ソン アゲ イー 
信 り 9 こっ ちゃ な | 


透 と の 最高 の ぜいたく "' 論争 で の 一 こま 。 
何 に つけ て も 対抗 意識 丸出し !? 


美樹 本 洋 2『 
「 あ りゃ 、 皆さん は 
ビー ルレ で すか ? 
ここ に 潮 え か け 
ここ に 漂 え か 
た 人 意 ぃ っ て 
の に 」 

積 還 に は ば まれ て 、 ペ ンション に 着く の が 軍 


れ た 美樹 本 。 先 に パン ショ ン で くつ ろ い で い 
た 透 た ち が ビ ー ル を 飲ん で いる の を 見 て 





に Eo cw 
「 プ ラズ マ ょ ! 
ト 】 
プラ ズン マ の 
し わき だ わ 」 
SFC 版 発売 当時 、 早 稲田 大 学 
の 大 槻 善彦 教授 が 、 さ ま ざ ま な 
怪奇 現象 を プラ ズ マ が 原因 と 断 
言 。 と の 後 、 怪 し げ な も の を プ 
ラズ マ の せい に する こと が 流行 
う 半 


河村 融 


み 1 





「 か まい た ち 」 の 精鋭 が 、 4 年 避 
り に 集結 ! 新た な 顔 も 加わ っ 
て 、 サ ウン ド ノ ベ ル ・ エ ボリ ュー 
ショ ン 第 1 弾 と し て の リニュ ー ア 
ル 。 苦労 話 か ら 、 新しい 試み まで 、 
全部 まとめ て 聞い て し まお う ! 


用 





2 


2 






較 麻 野 一 哉 (35 歳 ) 

入社 12 年 目 プ SF C 版 『 か ま 
いた ちの 夜 』 の ディ レク ター。 
今回 は サウ シド ノベル ・ 下 ポ ボリ 
ュー ショ ン 全 体 の 監修 を 務め て 
いる ノ 最 近 は ジム で 鍛錬 の 汗 を 
流す 日 々 と か …… 





MAKING OF か まい た ちの 夜 






地下 室 の 入口 は ジオ ラマ の 右側 面 に 作 
られ て いる 。 扉 か ら 覗 く と 、 木 の 随 自 
が 底 ま で 続い て いる の が 見 える 。 小 さ 
な 手すり まで 付い て いる 。 







約 1 メ ー ト ル 10 セ ンチ 、 
j さ < 約 1 メー トル 20 セ ン 
、 横 ・ 約 1 メー トル 。 写真 
『* け で は 模型 と は 思え な い 。 






利夫 
ジオ ラマ を 人 間 の 手 と 比較 し て みた 。 
模型 の 大 き さ が よく わか っ て いた だ け 
た だ ろう か ? 棚 の 上 の 段ボール に は 、 
針金 や 新聞 の 包み 、 木 片 が 入っ て いる 。 


れ が 、 ジ オラ マ を 撮影 し た 写 
を 取り 込ん で 制作 し た 画面 。 
ンション の 実写 カッ ト と まう 
く 変 わら な いで き 上 が り ! 

イン の ビン も 本 物 に 見 える 。 


『 か まい た ちの 和 夜 』 は 、 は じ め か ら 本 格 ミ 


ステ リー で 行こ うと 決め て いた 作品 で 、 
我孫子 さき ん の シナ リオ が で きた 時 に は 、 
予想 以上 の も の で し た の で 、 大 満足 で し 
た ね 。 で 、 我 孫子 さん の 世界 観 だ と 実 号 
が 合う だ ろう と いう の で 、 写 真 取り 込み 
に し て 、 人 物 の ほう は 我孫子 きん か ら の 
提案 も あっ て 、 シ ル エ ッ ト に し た ん で す 。 
人 周 ( ま 張 ウ ンド ノバ ベル) ホリ ュー ニン 
ョ ン 全 体 の 監修 と いう こと で 、 で き あ が 
つ 公司 き ろ る 見 で ほ き 、/ 下 バイ する と 
いう 感じ の 作業 が ほとん ど で し た 。 要望 
な きる 唱 ま し だ た が 、| か まい たら 」 に 


し て は 、 以 前 の 雰囲気 を 大 事 に する こと 
定 第 ( 老 え まし た 。 導 の うだ ノロ 
テ エナ ャ ー ト は 、 人 れる か ら う の 、 の いぶ 
ん 話し 合っ た ん で す よ 。 ま あ 、 結 局 は 
「 蛋 魔 に 魂 を 売る つも り で 入れ よう 1! と い 
うこ と に な っ て (人 笑 )。 お か げ で 、 か な り プ 
レイ し や すく な っ た と 思い ます よ 。 


s( 呈 は は 


知 し すず づ 人 維 ご ず ざ 。 弟 


で 
開い 
> ン 。 


NICaWysll 


人 276 回 
の マー ツマ 時 付 





記 /2 い ニ 


と 


て 
ン 


ーmHffiNIAt 





S 記 憧 細 。 り さて 中 
す せ へ (Y せ VN XS 画 開 年 。 々 式 





死体 用 の 衣装 。 右 


が 香山 、 左 が | 林 の も の で ある 。 血 粗 


回 軍 サ さす 江 A『 び は ど 界 さき 」 


\ 
7 


う 





我孫子 さん が シナ リオ を 書 
き 始 め て か ら 2 年 手 かけ て 作 
っ た ソフ ト だ け に 思い 入れ が 
あり ます よね 。 出来 と し て も 
十分 満足 いく も の で し た し 。 
まあ 、 上 難し いと いえ ば 、 そ う 
いう 部 分 ち も あ る か も しれ な い 
ん で す が 、 そ れ が か えっ て 話 
題 に な る こと も ある わけ で 、 
それ は それ で いい と 思っ て い 
だ ん で の よ 、 発売 当時 は 。 

た だ 、 後 か ら 聞 いて みる と 、 
ちゃ ん と 事件 を 解決 し た 人 は 
そん な に 多く な いん で す よ 
ね 。 そ うい う 人 は 価格 の 半分 
も 遊べ て いな いこ と に な る 。 
まし て や 、 人 か ら 借 り て ちょ 
っ と だ け や っ た と いう 人 の 中 
に は 、< 真 理 > に 殺さ る され て し ま 
っ う G、 そ で れ で 終わ うつ で 、< 具 
理 > が 犯人 だ っ た と 思っ て い 
だ と いう 人 まで いる ( 笑 )。 そ 
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田中 村 光 一 (34 歳 ) 

チュ ン ソ フト 代表 取締 役 。 
84 年 コシ ンク 設 
立 プ 『 弟 切 草 】 で サウ ンド 
ノベル と いう 新 ジ ャ ン ル を 
確立 させ た の が 、188 ら 年 。 
『 か まい た ちの 夜 』 は その 第 
2 弾 。 今 回 、 第 3 弾 の 『 街 】 
必 NENesztUUKS 91 る S7ON 選 
S ソ フト と し て 発売 され る 。 


は ペン キ と ケチ ャ ッ プ の 合成 。 





れ は さす が に 送り 手 と し て は 
寂し いと 思っ た の で 、 シ ステ 
ム 的 に フロ ー チ ャ ー ト を 付け 
ieG み まし / これ で 、 前 回 、 
事件 解決 を で き な か っ た 人 も 、 
や りや すく な っ た ハズ で する 
今回 の みどころ は や は り 追 
加 シ ナリ オ に な る と 思い ます 
が ……、 そ の 他 に も SFC の 
時 の 雰囲気 を 壌 さ な い 男 囲 
で 、 音 や 絵 も きら に 美しく な 
し /G。 リ まく リメイク で 
きだ 必 思う くい ます 8 





才 さ が ショ ン @ こ の カー ノノ クノ 
ビー の 手 。「 実 は 僕 な ん だ よね ー」 


サウ ンド ノベル は 一 応 最 
初 か ら 参 加 し て ます ね 。 と 
いっ て も [弟切草 ] の 時 は 
最後 の ほう で 呼ば れ て 、 和 火 
きか を 作っ うだ り し まし た 。 
る の 邊 き ほ きま / ク アリ こ で し 
だ 。 で ぐ 、 人 人 仙 し だ 細か りら ょ 
うど 『 か まい た ちの 夜 』 の 
侍 境 だ っ た も ん で 、 サ リフ ノ 
ログ ラマ ー と し て 雪 を 隆 ら 
し 78 り し (くま し /。 

2 ま の ラ ア ラ ニス と し 
で 、 全 何 的 な セッ ティ ング 
な 上 を し くい ます の 。 

久々 に や っ た | か まい た 
ち 」| は 、 全 然 色あせ て ませ 


最初 の | か まい た ち 」 の 
時 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 担 当 の 
1 人 で 、 死体 の セッ ト と か 、 
お 守り な ん か も 僕 が 作り ま 
し た 。 実 は 香山 の 死体 を 演 
じ た の も 僕 で 、 設 定 が ハゲ 


な も の で すか ら 、 わ ざわ ざ 


ハゲ か つら を 付け て 死体 の 
欄 人 人 し /8U し G…、 あめ 
れ は 絶対 に 知り 合い に は 見 
せら れ な い 絵 で すね ( 笑 )。 
今回 は PS ソフ ト と いう 
形 に する に あたっ て 、 新 し 
いら ーー ロ か 、 ノロ ニナ 
ャ ー ト な どの 画面 と いっ た 
全体 の 構成 を し て いま す 。 


MAKING OF か まい た ちの 夜 


GII し /eQ クー ニーム 
前 と いえ ば 、 か な り 古 く 感 
る ⑧ の / 六 りり 上 、 そ ん な こ 
台 ほ まう だ く 感 じき ぜ な 
い 。 今度 の P S へ の リニュ 
ー ア ル も か な り イ イ 線 で ま 
まう / だ と 思い ます の よ 。 


殺し 」 
要 に 満ち だ 表情 を 浮か べ 、 ま : ゴ | 
を を 突き 出し た 。 


ah 
入社 5 年 目 由 が あれ ば 


_ 酒 ば か り 飲ん で ます 。 お 


酒 は 種類 と か に と こだわら 好き な シー ン 旬 真 理 に 殺さ れる バッ 
ず 、 何 で も 0 K で す 。 ド エ ン ド 。 や る せな く て 好き 。 


絵 や 音 が グレ ー ド アッ プ 
し た 分 、CD を 読む 時 間 も 
か か り 、 そ れ に よっ て 読み 
進め る 流れ も 変わ る の で 、 
その あたり の 演出 と 、 オ ー 
RI 二 ウ で は ほな く 《 な る ら と 
に よる 詩 整 に 苦労 し まし た 。 


圏 落 合 信也 (28 歳 ) 

入社 7 年 目 / 今 まで 仕事 

で し か 触っ て いな か っ た 。 時 
パソ コン だ が 、 最 近 自 宅 好き な シー ン 旬 冒 頭 か ら 「 お 、 変 わ 
用 の も の を 購入 し た 。 7e/8S NG 呈 の ) の //WG9N ボ 6 








ク の こぶ は さま で 、 い ク 
WM の 2 の 28 グッ ドク ルム で 
作 う で きだ ん です が 、 ナ ュ 
ン ソ フト きん の ゲー ム も 、 
それ か ら サ ウン ド ノ ベ ル と 
いう ジャンル も 、 今 回 が 初 
めで だ うだ ん で す 。 

一 番 羊 か っ た の は 、 サ ウ 
ンド の グロ クラ ム で す 。 本 
当 に 複 息 な ん で す よ 。 2 つ 
も 3 つも 音楽 や 効果 音 が 鳴 
うだ た まま 、 さ ら (G⑤ も 5 う 1 つ 
音 を 鳴ら す と か …… 非 常に 
調整 が 難し い 。 そ れ だ け の 
た め に 1 カ月 か か っ た こと 
も あり ます よ 。 


ウン ド 関 係り の プロ グラ 
0 
(G 人 人 つ で G、 ら G 切 ん 2 、 
と いっ た 有 披 取 りみ た いな も 
の で すね 。 
サウ ンド ノベル は 今 ま で 
「 和 弟切草 を や っ た こと が 
ある だ け で 『 か まい た ちの 
夜 】 は プレ イ し た こと が あ 
り ま せん で し た 。 
大 変 だ っ た 作業 と いえ ば 
9 で 大 交 で し だ 。 人 
り 込 まれ て いる ゲー ム な の 
で 、 特 に シー ン 、 シ ー ン の 
切り 替え な ど 細 か く て 厳密 
な ん で すず よ 。 で の シド ピア な 


た だ 全体 的 に は 面白 か っ 
た で すね 。 い つも 完成 間近 
に な る と 面白 く な る ん で 
の 。 で G、 ら っ ろ と 人 作り 込み だ 
く な っ て くる 。 あ と 1 週間 
あれ ば な 、 と 思っ た りす る 
ん で す よ ね ( 笑 )。 


侯 夫 さん は 、 訂 に 帆 い て 


SS sa 
「 出 て こい ! この 大 末 罰 野郎 ! 出 て き や が 
れ !」 和 ] 
し 1 


田 新 井田 直人 (27 歳 ) 

(株 02 ド 回 寺 

最近 は 何と 言っ て も 子 育 

て に 夢中 。 早く 帰っ つて 、 好き な シー ン 但 俊夫 の 怒る シー ン は 、 
子供 と 遊び た いで す 。 一 番 の ヤマ 場 だ と 思い ます 。 


III 

NN 相当 (キツ か つう / だ で G の 
0 0 
9 中 く 介 強 に な り ま し た 。 
| さすが に 人 売れ る ゲー ム は 
違う ん だ な 」 と 実感 し まし 
7 きき 


「 誰 か 、 こ の 人 達 の 手当 て を 頼む お ] 放 


圏 寺 林 潤 (25 歳 ) 

【( 株 ) アス トロ ー ル 】 、 
凡人 中 年 目 レ イク は ラク ee プー 
ー ソ ドッ クス な アク ショ 好き な シー ン 欠 悪 吉 編 の 美樹 本 は な 
ジン クー ベベ WHSesii95 か な が か カッ コ い いで す よ ね 。 





MAKING OF か まい た ちの 夜 
















量 も 多く て 厳し か っ た で す 。 

あ 、 た だ 、| 香山 の 歌 は 、 
カラ オク の キー が 上 向 り すき 
る | と いう ご 意見 を いた だ 
いた の で 、 ち ゃ ん と 下げ て 
お きま し た 。 今度 は 歌え る 
思い ます よ 。 


松 山 の 歌 を 作曲 し た 加藤 
で す ( 笑 )。 前 回 の 「 か ま 
いた ち 」| の 時 は 、 手 の 甲 を 
収 の 《 | フチ カラ ュー| な ん ( 
音 を 作っ て いた り し て … 
…。 今回 も 同じ よう な こと 
な し で くい る ん で すり どれ ね 
P S に 音楽 を 載せ て も ら う 
部 分 を 佐藤 天平 氏 に お 願い 
し て 、 前 回 3 人 で や っ て い 
た 効果 音 の 作業 を 自分 1 人 
で や り ま し た の で 、 か な り 
凡例 で し た 。 せ うろ の く PMS 画 加藤 恒 太 (24 上) 

に な る の で 、 や っ て みた い IL 2 の SN 
と 思っ で いた こと も た くさ US DS 
ロロ ロレ に の ロロ の ロロ 0 ロロ 0 の ロロ の mn 







































人 の らし (は き 。、 で に は きら ょ よう 
と 不満 で すか ね 。 

あと 、 久 々 (に | か まい た 
ちの 夜 』】 に 触れ て 、 シ ル エ 
ッ ト の 数 が こん な に 多かっ 


SEFEC の 「 か まい た ち 」 
で も クラ クノ クイック ら し で く 参 
州 し で G、 今 回 は 応 メ イン 
の クラ クイ ッ ク る る 揚 当 し ま 
し だ た 。 ガ ナ ュ ン ソ ント らし で 
は これ が PS ソフ ト 初 参入 
の 作品 で すか ら 、 す べ て が 
飲め で て で ノウ ハウ も な く 、 
制約 な ども 当初 分 か ら な く 
て 、 試行 錯誤 の 連続 で し た 。 
雰囲気 が 変わ ら な く て い 
い 、 と いう 声 も あり ます が 、 
自 委 の 0 胃 こ し て は 、 や SR 生 NII 
り も っ と も っ と グラ フィ ッ 入社 8 年 目 ノ 趣 味 は 猫 と | 
207900 00000 0 II 好き な シー ン 備 バス タブ に 隠れ る 女 


1 拾っ た 「 太 郎 」 と [ 姫 」 と い 
っ た な ぁ 、 と 。 だ か ら 、 目 ぅ 2 匹 の 猫 を 伺っ て いる 。 スパ イ 。 か わい らし さ が あ っ て 好き 。 









た の か 、 と あら た め て 思い 
まし たよ ( 笑 )。 
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あび こ ・ た け ま る 196 ら 年 兵 E 庫 県 西宮 市 生ま れ 。 京都 大 学 文 学部 哲学 科 中 退 。「 京 大 推理 小説 
研究 会 ] 出身 。 " 新 本 格 推理 "の 旗手 の ひと り で ある 。 詳し い 活動 内 容 は 、 氏 の ホー ムペ ー ジ に ア 
クセ ス す れ ば 、 リ アル タイ ム で 知る こと が で きる 。 
http://web.kyoto-Inet.Or.jD/peOple/aDiko/index.html 
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トド hm 


現在 に 至る まで その 心境 を 
て いた だ いた 。 (イン タビ ュ 


呈 完 成 直後 の 1992 





PS 用 ソフ ト と し て 、 開 発 途中 の 自分 の 作品 
2 クツ の に 6 志 の 症 物 ⑳ で クレ イル し 訪 
我孫子 氏 。(10 月 16 日 撮影 


マリ ンー イー 


ボ 6 


作家 で も いけ る 


と 思っ た ん で す よ 





それ は 「『 弟 切 草 」 か ら 
は じ ま っ た 


ーー『 か まい た ち 』 に 参加 され た きっ か け は ? 

チュ ン ソ フト が お 人 
写生 二 ダ ター し て 旭 ん で 、 『 弟 切 草 。 を 送 
陳 KoEL 
売 さ れ だ の が 昨年 の 3 月 で すか ら 、 4 、5 月 
で す 和 。 その と き に 、" 人 避 ほう や っ て まず 。 
ドア ドア の ころ か ら 知 っ て ます 』( 笑 ) と 感想 
を 書い た ん で す 。 それ が 、 中 村 社 長 の 目 に 留 
まま て 、 央 ん で く 衝 だ そう 定 す 。 

7 月 に チュ ン ソ フト の 方 が 京都 まで 会 い に 

来 て く て れ て 、 それで 僕 が ゲー ム の こと に も く 
わし いと いう の が 分 か っ て …… じゃ あ 、 や り 
まま しゅ ! と いう と と に な っ た ん で す 。 
『 第 切 草 を や っ て みて 、 自 分 の 仕事 に 近い 
ジャ ン ル が 初め て 出 て きだ っ て 感じ が し まし 
だ ね 。 そ れ ま で の アド ベン チャ ー ゲ ー ム より 
も 文章 量 が 多い 分 、「 僕 だ っ た ら こ う や る 」 と 
いう アイ デア も すでに あり まし た か ら 。 

それ に 、 テ キス ト を 読ま せ て 音楽 を つけ る 
と いう の は 作家 と し て は 、 一 番 楽 し みな と こ 

ろ で すか ら ね 。 

実際 、 モニ ター の 依頼 が あっ た と き に 
が し な ら 参 加 す る こと に な る か な …… と 

う 予 感 は あり まし だ 。 け れ ど も 、 ひ と り で 

29 





全部 書く と は 思い ませ ん で し た 。 ア ドバイ ス 
程度 と か 、 シ ナリ オ の 一 部 を 書く と か 、 校 正 


する と か ね 。 それで も 、 シ ナリ オ を 上 げ れ ば 、 


あと は で きる の を 待っ て れ ば いい の か な 、 な 
ん て 思っ て まし だ 。 で も 、 そ う は いか な かっ 
だ 。( 笑 )。 丸 まる 2 年 間 、 お 付き 合い する こ 
と に な が り ま し た 。 

東京 の チェ ン ソ フト に こも っ て 作業 し て い 
だ 時 期す ら あ る ん で す よ 。 言う と ころ の ~ 向 
詰 / っ て や つ で す 。 去 年 の 年 末 く らい と 今年 
の 初め に も や り ま し た だ ね 。 計 3 回 くら いや っ 
て ます ね 。 2 週間 が 1 回 、 1 週間 が 2 回 。 
ホテ ル は チュ ン ソ フト か ら 5 分 くら い の 所 
で 、 を そこ か ら 通 っ て まし た 。 缶詰 と いっ て も 
チョ qa ツツジ トト に 測 便 し て だ た ん で すけ mu 
朝 11 時 ご ろ に ホテ ル か ら 出 勤 し て 。 重 は 社員 
と 一 緒 に 食べ て 。 夕 方 まで 仕事 し て 帰る 、 と 
いう の を や っ て た ん で す 。 

デバ ッ グ の 時 期 に 、 分 岐 な ど で 辻 禄 が 合わ 
な い 所 を 修正 する た め に は 、 ど うし て も 書い 
だ 本 人 が 、 そ ば に いな いと だ め な ん で す よ 。 


文字 数 こそ 少な い が 
小説 より も 密度 は 濃い 


小説 原稿 執筆 と 違う 点 は あり まし た か ? 
画面 の 文字 数 が 少な い の で 、 場 面 転換 の リ 





ズム が 小説 と 違う ん で す よ ね 。 特に セリ フ は 、 


1 画面 内 で 完結 さき せな いと いけ ませ ん よわ ね 。 
普通 の 本 の 1 ペー ジ よ り も 文字 数 は 少な いけ 
れ ど 、 め くる 感覚 は 一 緒 な ん で す 。 め くっ て 


30 


も ずっ と 会 話し て た ら 6、 間 が も た な いと 思う 
で し ょ 。 本 を 読み 慣れ て な い 人 も いる で し ょ 
うし 、 ペ ー ジ が 変わ る た びに 場面 が どん どん 
変わ ら な いと ダメ な ん で す よ 。 

原稿 は 感じ と し て は 、 長 いも の だ と 長 編 小 
説 普 の 密度 が あり まし た ね 。 

ー 一 脚本 執筆 に 関し て 、 中 村 さ ん か ら は 何 か 
オー ダー が あり まし た か ? 

ほとん ど な か っ だ で す 。 だ か が から こっ ち も 手 
探り 状態 で 。'「 こ うい う の は 技術 的 に どう で し 
よう 」 と が 言う と 「 伺 と か し ます よ 」 っ て 。 
な ん で も 言っ た 通り に な っ て し まう 。( 笑 )。 

それ で も 、 打 ちち 合わ せ は か な り 重 ね て ます 。 
毎月 、 京 都 や 東京 で 会 っ て 、 そ の と き に 原告 
を 少し ずつ 渡し て いっ た ん で す 。 それ を 読ん 
で も ら っ て 、「 も っ と こう いう 感じ に な り ま せ 
ん か 」 と いう 提案 は あり まし た ね 。 制作 を 進 
め て いく な か で 、 チ ュ ン さる ん の ほう も 考え が 
まとまっ て いっ だ みた いで すね 。 

『 弟 切 草 」 は 同じ 長き る の 話 が 並行 する 形 で し 
こ 。 今回 は じっくり 読ま ぜ よ うと いう ユン セ モ 
プ ト が 固まっ て いた ん で す 。 

初 っ ば ぱな に ドン と 長い エピ ソー ド を 置い て 、 
2 、 3 回 や り ご だ た え の あ る “本 格 ミ ステ リー 
編 ′ を 楽し ん で も ら う 。 そ こ か ら 先 は 、 バ ラ 
エ テ ィ ー に 富ん だ 話 を 続出 させ よう と いう こ 
と に な っ だ ん で すね 。 

例え ば ヾ スパ イ 編 ′ で は 、 ス ノー モー ピッ レ 
の 追撃 戦 。「 0 0 7」 シ リー ズ で スキ ー の 追い 
か けっ こ が あ る ん で す よ 。 宇山 で 、 ぜ ひ や り 


P S 版 の 開発 に 際 し て も 、 チ ュ ン 
ソフ ト の スタ ッ フ と 一 緒 に 、 何 度 





も 入念 な 調整 を 行っ た 我 丈 子 氏 。 有 ジ 


だ た か っ だ ん で す 。 ス ピー ド 感 や アク ショ ン は 
表現 し に くい は ず な の に 、 ス タッ フ の 方 々 が 
が ん ば っ て くれ まし た だ 。 他 に も 、 オ カル ト 、 
エッ チ 、R PG…… か な り 、 い ろ い ろ な 要素 
を グチ 込み まし た ね 。 

結末 と し て 入れ だ く て も 入れ られ な か っ だ 
の が 、 犯 人 が 本 当 に 「13 日 の 金曜 日 」 の ジェ 
イソ ン ン みた いな 殺人 鬼 ご びっ た と いう アイ デア 
で ま 組 。 

最後 、 血 み ど ろ の スプ ラッ ター に な る 、 と 
いう の も あっ た ん で す 。 で も 、 本 編 が スト ー 
リー に よっ て は 、 血 み ど ろ に 近い 状態 に な っ 
だ ん で 、 別 に や ら な く て も いい か 、 と いう こ 
と に な っ て 。( 突 ) 
ーー すべ て の 話 を ご 自分 で 書い た ん で すか ? 

基本 的 に は 全部 を う で す 。 

だ だ 、 デ ィ レ クタ ー の 了 麻 野 きん と いう 方 が 、 
チュ ン ソ フト で 唯一 文系 の 方 な ん で す 。『" 弟 切 
草 」 で ノウ ハウ は 分 か っ て る ん で 、 選 択 肢 が 
足り な いな と 思う と 、 脇 の 分 岐 を 書い て くれ 
だ し 衝 く だ さる だ ん で す 。 


「 怪 奇 大 作戦 」 
送 怖 の 思い 出 


ーー タイ トル の ⑳ まい だ ち と いう の は 、 
どこ か ら 発 想 さ れ た ん で すか ? 

僕 が 小学 生 の と き に 「 怪 奇 大 作戦 」 と いう 5 
番組 が あっ て 、 そ の ワン エピ ソー ド に 「 か ま 
い だ ち 」 と いう タイ トル の 話 が あっ た ん で す 。 
人 間 が 一 皮 で バラ バラ に な る 事件 で …… あれ 





> げ で バ か 
ヶ と いう の も 覚え て 。 ( 笑 )。 
それ か ら 、 随 分 っ て ……… 。 デ ド ゼ ュ ーー 前 に 
で すね 、 それ に 触発 され て 小説 を 書い た こと 
が ある ん で す 。 同じ 「 か まい だ た ちの 夜 」 と い 


が すご く 〈 く 恐かっ た だ た 。 こ の 番組 の お ヵ 
まい た と ま 


う タ イト ル で 。 も ちろ ん 中身 は 別 の 話 で すし 、 
それ 自体 が 世に 出る こと は な いと 思い ます 。 
だ か ら 、「 か まい た だ たち 」 と いう 言葉 に は 、 小 
さい ころ 頃 か ら 執 着 が ある ん で す よ 。 

それ と 人 間 が バラ バラ に な る の は ホラ ー っ 
ぽく て 良い か な と 。『 弟 切 草 』 で も 感じ た こと 
な の で す が 、 メ ディ ア の 究 囲 気 自体 が 微妙 に 
ホホ ラー 志向 で すか ら ね 。 そ うい う の に 向い て 
を フウ の ひで ke に 

同じ ミス テリ ー で も パズル で は な く ホ ラー、 
オカ ルト っ ぽい ほう が 、 演 出 の 効果 も 期待 で 
きる だ ろう と 、 論 理 的 に 積み 重ね て いっ て 出 
て きた 結論 で すね 。 
ー 一 舞台 を 寺山 の ペン ショ ン に し た 理由 は ? 
ミス テリ ー を あま り 読ま ない 人 だ ちゃ プ レ 
オ す る とも いう と こと を 考 ん て 、 オ ー ツ ドッ クス え 
定 物 で 条 こ うと いう こと に な っ だ ん で すず す 。 登 
場 人 物 を 限定 し て 、 閉 鎖 る きれ た 空間 に 閉じ 込 
め ら れる と いう 設定 で すね 。 

普通 の 人 が 感情 移入 し や すい 話 で 、 き さらに 
『 切 草 」 と 同じ 主人公 が 若い 男女 で ある 。 
を その あたり を 考慮 し た 結果 雪山 の ペン ショ 
ン ” と いう 舞台 が 、 で き 上 が っ た ん で す よ 。 
当初 、 舞 台 ! # 明 味 だ っ た ん で す 。 全国 を 相 
手 に する も る の な の で ロー カル な 地名 を 出し た 
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く は な か っ だ ん で す 。 関西 の 人 も 関東 の 人 も 
行く し 、 日 本 の 真ん中 と いう こと で 、 信 州 と 
書い た ん で す よ 。 信州 な 6、 碧 生 だ ろう 、 と 
うこ ただ か な っ だ ん で す 。 

今年 の 2 月 チュン ソフ ト の 方 々 と 実際 に 
白馬 の ペン ショ ン に ロケ ハン に も 行っ だ た ん で 
す よ 。 で も 、 を その 時 点 で は プロ ッ ト は ほとん 
ど ま と まっ て いた の で 、 あ まり 役に立ち ませ 
ん で し た 。 ス キー は 楽し か っ だ で す 。 ( 笑 )。 


" 音 " ご " 影 
の 効果 は 大 きい 


ーー で き 上 が っ た ソフ ト を プレ イ し て みて 、 
いか が で し た か ? 

先ほど も 言い まし た けど 、 一 番 大 きい の は 
* 音 / で し ょ う ね 。 音楽 と か 効果 音 と か 。 や 
は り 、 感 り 上 が る と ころ で 盛り 上 が る 音楽 が 


怪奇 大 作戦 ~ じ かま いたち "と は !? 


怪奇 大 作戦 」 は 、1968 年 TBS 
系 で 放映 され た S F 犯罪 ドラ マ 
だ 。 製作 は 各 レ ドラ ショ マン | の 
円 谷 プ ロ 。「 か まい た ち 」 は 第 16 


怪奇 大 作戦 
魔界 殺人 スペ シャ ル 

2 枚 組 ディ スク 
税込 価格 9,800 円 
片 チ ャ ン ネ ル に ME テ 
ー プ 収録 の マル チ サ ウ 
ンド 仕様 。 

バジ クン 引当 リ クレ 


(現在 は 廃 柄 ) 


話 。 真 空 発生 機 に よっ て 路上 で 
パラ バラ (され る 美 多 だ たら 。 こ 
の 無 差 別 的 殺人 に 科学 捜査 研究 
所 (SRI) が 挑む 。 特 撮 フ ァ 
ン 必 見 の 名 作 だ 。 


か か る と 効果 が 倍増 し ます よね 。 音楽 は 小 
に は 絶対 に な い 有 要素 な ん で 。 映像 は ある 程度 
読ん で る 人 の 想像 力 に 任せ て も いい 部 分 な ん 
で す が 、 音 楽 は どう し よう も な いで すね 。 
な ん で も な い 映 像 や シナ リオ で も 、 音 楽 で 
無理 矢 理 盛り 上 げ る こと が で きる で し ょ 。 プ 
レイ ヤー と し て も 作家 と し て も ラッ キー な こ 
と だ と 思い まし た わ ね 。 

それ は に 今回 は 、 気 持ち の いい 絵 が いっ ぱい 
ある ん で 、 つ い 見 入っ て し ま う 。 実写 の よう 
で 実写 じゃ な いで すか ら 。 こ れ は 社員 の 人 と 
も 話し て いた だん で す が 、 次 世代 機 で CD 一 R 
OM を 使っ て 、 完 全 な 実写 映像 の "か まい だ 
ちの 夜 』 が で きだ と し て も 良く は な いと 思う 
ん で す よ 。 2 時 間 ド ラマ みた いな キャ ステ イィ イ 
ング で や っ て も つま ら な か っ た だ でしょ う ね 。 
ー 一 登場 人 物 を シル エッ ト に する と いう アイ 





チア は ど が だ が ソ 7 

人 066 の 0 だ だ ここ まで すご どい と と に な る 
と 計 形 想 し て まぜ せん で し た 。( 突 )。 

「 第 切 草 の と き は 、 人 物 の 顔 を 意図 的 に 出 
きる な か っ だ そう な ん で す 。 で も 、 今 回 は 人 物 
が 多い ん で 、 そ うい 2 う 訳 に は いか な い 。 

それ に 、 談 話 室 で た くさ ん の 人 が 話 を し て 
いる と き に 空っぽ の 椅子 が 写っ て た ん で は 、 
間 が 抜け て る で し ょ 。 それで 「 及 で も 描い た 
ら と う で すか | と 。 言っ だ ん で す 。 で も その 
と き は ほ 、 勅 か し て くれ と 言っ たつ 6 り で は な 
か っ だ ん で す よ 。 ( 笑 )。 

と ころ が 、 で き 上 が っ た だ の を 見 だ 6、 力 が 
入っ て て 、 ひ と り 一 人 の デー タ が 、 影 で 見 分 
けが 付く くら い に し っ か り 作 っ て ある 。 それ 
を 各 場 面 ユ コンテ を 描い て 、 動 か し て ……。 猫 
は 走る し 。 ( 笑 )。 

熱意 で す よ ね 、 気 合い が 入っ て ます よ 。 


ニス テリ ー 上 ゲー ム 

サウ ンド ノベル の 未来 

ーー サウ ンド ノベル の 可能 本 は どう お 考え で 
すか ? 

准 か ら 、 パ ツ コ ン の アド ベン チャ ー ゲ ー ム 
は 好き で 、 よ く や っ て いま し た 。 で も 、 既 存 
の アド ベン チャ ー ゲ ー ム は 、 推 理 す る 必要 が 
な い 。 せ っ か く ミ ステ リー 物 が ある に も 関わ 
ら ず 、 そ こ に は 推理 の 要素 が な い 。 ゲ ー ム を 
解く ため に は 、 シ ラミ 潰し に コマ ンド を 選択 
し て いけ ば いい 。 それは ほ 、 佑 うな と 思う ん で 
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す 。 ア ドド ベンチャー と いう ジャ ン ル は 、 推 理 
に は 適さ き な い と いう 気 が す る ん で す よ 。 

今回 の 『 か まい だ ちの 夜 』 で は 、 選 択 肢 炊 
第 で プレ イヤ ー を 結構 読 導 で き 、 選 択 に よっ 
て は 、 解 っ て る 人 は ちゃ ん と 選べ る けど 、 解 
ら な い 人 は 、 を そこ か ら は じき 出る れ て し ま う 。 
サウ ンド ノベル は 分 類 約 に は アド ベン チャ ー 
な ん で し ょ うけ ど 、 で きれ ば 単なる ゲー ム と 
し て で は な く 、 ひ と つの メデ ィ イア に な れ ば お 
も し ろ い と は 思い ま すね 。 

だ だ 、 他 が 追随 し て こない 限り は 、 メ デイ 
ア と し て 定着 し た と は 言い 難い で すね 。 競合 
する 物 が あっ て 初め て ジャ ン ル と し て 確立 で 
きる の で ほな いで し ょ うか 。 





次 回 作 は 
受 ま で に な い シ ステ ム で 
次 回 作 の 構想 は ? 


今回 と て も 仲良 く 仕事 が で きだ た ん で 、 中 
村 社 長 と 「 ま だ や ろう 1! 」 と いう 話 は し て る 
し 、 ア イデ ア な ども いく つか あり ます 。 

で も 、 僕 は サウ ンド ノベル で は も う や ら な 
いと 思い ます 。 こ の シス テム で で 鶴 り た いこ ょ 
は 、 ほ と ん ど や ら せ て も らい まし た か ら 。 

それ に 、 こ の シス テム で は で きか な いこ と を 
考え て る ん で …… >。 も っ と を 、 ヨ ンジ ンジ ゼ ビ ュ ー タ で 
な いと で き な い こと 。 今 の シス テム は ゲー ム 
ブッ ク で も で きる で し ょ 。 紙 媒体 で も 不可 能 
で は な いで す よ ね 。 だ か ら 今 度 は ユン ピュ ー 
多 で し か で きか ない こし 上 を 考 ん て いる ん で す 。 


3 う 3 





見 た 目 は サウ ンド ノベル と 同じ で 、 ひ だ すら 
テキ スト を 読む よう な 物 。 け れ と ど 、 ま っ だ く 
シス テム が 違う 物 を 考え を て ます 。 だ た だ 、 それ 
が 可能 か どう か は 、 ま た 相談 で すね 。( 笑 )。 
ー 一 今後 も ゲー ムク リエ イタ ー と し て 進ま れ 
る の で すか ? 

いろ いろ と アイ デア は あり ます よ 。 誰 か が 
作っ て くれ る ん だ っ た だ ら 、 当 然 作っ て 欲し い 
で す 。 で も 、 そ れ を 仕事 に し ょ うと は 思っ て な 
いで す 。 遊ん で る ほう が 楽し いか ら 。( 笑 )。 
本 業 の ミス テリ ー が 中 断 し て し まっ た 感じ 


な ん で …… 短 編 は ずっ と 書い て た ん で す が 、 
長編 を 書い て な か っ た ん で …… こ れ か ら は 本 


業 の ほう へ 戻り ます 。 

次 世代 機 ラ ッシュ の ほとぼり が 冷め な いと 、 
この 先 ど うな る か 分 か が り ま せん が 、 映 像 で は 
な く 〈 く 、 中 身 を 主眼 と し た よう な 物 が あっ て も 
良い か な と は 思い ます 。. 

アド ベン チャ ー は 、 あ まり 映像 表現 の み に 
走っ ちゃ うと 、 ま る で 映画 の よう な ゲー ム に 
な っ て し まう で ぜ でしょ う 。 それ に プレ イヤ ー$ 
目 が 肥 を て き て 、 ポ リ ゴ ン を 見 て も 誰 も 驚か 
な い 。 実写 は 当たり 前 な ん て 時 代 が 来る か も 
知れ な い 。 そう いう 状況 に な る と や は り 今 度 
は 中 身 が 問題 し いう こと に な る と 思う ん で す 。 

を うい う 点 で も 理系 の 人 だ け で は な く 、 文 
系 の 人 も 参加 し て くる 、 コ ンピュータ が 分 か 
ら な い 人 で も 参加 し て くる と いう 状況 が ゲー 
ム が 成 詩 し て いく 上 で 必要 だ と 思う ん で す 。 
(1994 年 11 月 6 日 京都 府 自宅 に て ) 
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メン の SR 音 : 3 - 
や っ ぱり 名 曲 だ っ た !? 


ーーS F C 版 か ら 数 えて 4 年 目 の 登場 と な る 
特別 篇 で す が 、 そ の 前 作 の 反響 は どう で し た ? 
一 番 大 きい の は 、 中 高校 生 く らい か ら の フ 
ァ ン レタ ー の ほとん ど が 、 今 まで 本 な ん か 読 
ん だ こと が な か っ た の に 、 こ の ソフ ト を きっ 
か け に 本 格 ミ ステ リー を 読む よう に な り ま し 
と 、 と いう 手紙 だ っ た こと 。 ま あ 、 こ れ は 期 
待 し て いた 部 分 で は ある ん で す が 、 実際 に 子 
供 た ち が | 小説 は けっ こう お も し ろ い な 」 と 
感じ て くれ た の が 一 番 う れ し い で すね 。 
ーー ご 自分 の 感想 と し て は どう で すか ? 時 
間 を お いて 見 て みて ……。 

さす が に 、 作 っ て いる と き の チ ェ ッ ク 作 業 
な ど で 、 さ ん ざん 文字 は 読ん で いま すか ら 、 
自分 で 製品 と な っ た 作品 を プレ イ し た の は 1 
回 だ け で 、 そ の と き は も っ ぱら 音 な どの 効果 
の 入り 方 な ん か を 見 る ん で す 。 そ れ で 思っ た 
の は 、 す ご く 丁 寧 に 作っ て も ら っ た 、 と いう 
こと 。 場面 転換 の 間 の 取り 方 や 、SE の 入り 
方 、 音楽 な ど が すべ て 、 元 の 文章 を 最大 限 生 








か し て 、 よ り 面 白く な る よう に 考え られ て い 
る ん で す 。 

ーー その 効果 の ひと つ で ある 音楽 な ん で す が 、 
その 後 テ レビ で よく 耳 に し まし た よね 。 

あ 、 ワ イド ショ ー で し ょ 。 特に オウ ム の 時 
ね 。 も う 、 あ の と き な ん か 画面 下 に テロ ッ プ 
で | 音楽 か ま いた ちの 夜 』 よ り 」 っ て 入れ 
て くれ な いか と 、 何 度 思っ た こと か ( 笑 )。 


せっ か < く 書 いた シナ リオ は 
や は りす べ て 味わっ て ほし い 

ー 一 今回 の “ 特別 篇 " に 、 追加 シナ リオ を 入 
れ よ うと いう 考え は 、 ど ちら か ら ? 

チュ シソ フト きん の ほう で す 。 "特別 偏 " 
の 話 を 今年 の 春 頃 に うか が っ た と き に は 、 も 
う 結構 進行 し て いて 「 こ うな っ て ます | と ……。 
で 、 こ っ ち も 「 あ あ 、 そ う で すか 」 な ん て 聞 
いて いた ら 「 つ いて は 追加 シナ リオ の ほう を 」 
ゥ ら て 言わ お れ て |] え えー っ !?」 っ で ( 身 )。 
ーー その 追加 シン ナリ オ を 今回 の 形 に し た の 
は ? 

オフ ァ ー と し て は 「 推 理 次 第 で は 犯人 が 別 
に な る 形 は で き な い か 」 と か | 真理 の 視点 か ら 
見 た シナ リオ は ? 」 と か 、 い ろ い ろ あ っ た ん 
で す が 、 そ れ を 本 編 の シナ リオ で や る の は 、 
今さら 難し い 、 と 。 な ら ば 別 の 独立 し た 話 で 、 
と いう こと と に な っ で 、 そ ぞう いえ ば ぽ エ ン デ ィ ン 
グ の 一 つ で | 探偵 事務 所 で も 開き まし ょ うか | 
と いう 台 詞 が あっ た か ら 、 じ ゃ あ 本 当 に 開い 
ちゃ っ た こと に し よう 、 と な っ た ん で す 。 
ーー な る ほど 。 で は 、 最 後に 我孫子 さん か ら 


Abiko Takemaru Special Interview 


か に きれ い に な っ て いる ん だ けど 、 テ イス トト は その まま 。 

、 族 わっ て る ん だ けど 、 発 わら な いっ て と ころ が いい で すね 」 
と リニュ ー ア ル し た 「 か まい た ちの 夜 ]| に つい て の 感想 を 語る 我孫子 氏 。 
この 4 年 癌 で 、 そ の 因 し い \ は どう 膨らみ 、 ど う 変 し た の だ ろう か ? 





ファ ン に 向け て の メッ セー ジ を お 願い し ます 。 
前 回 の アン ケー ト の 返事 を 見 る と 、| 簡単 す 
ぎ た 」 と いう 人 か ら 「 全 然 わ か ら な い 」 と い 
う 人 まで 様々 を な ん で す よ ね 。 僕 自 身 は 割 と 古 
い ゲ ー ム 世代 な の で 、 わ か っ た 時 の 快感 が 忘 
れ ら れ な いか ら 、 あ る 竹 度 難易 度 の ハー ドル 
は 高く て いい と 思っ て いる ん で す が 、 作 者 の 
立場 と し て は 、 せ っ か く 書 いた シナ リオ は で 
きる だ け 多 く の 人 に 全部 見 て 欲し いと いう 気 
持ち も ある 。 そ の あたり の バラ ンス は 難し く 
て 、 で きる だ け 最 大 公約 数 を 狙っ た つも り で 
は いて も 、 や っ ぱり フォ ロー し きれ な い 部 分 
が 出 て し まう 。 そ れ が 、 今回 の P S 版 で は フ 
ロー チャ ー ト 機能 と いう 形 で ケア が な され て 
いる の で 、 よ り 多 く の 人 に 、 よ り 多 く の 部 分 
を 楽し ん し で も ら え る と 思い ます 。 特 に 最後 の 
ほう で 見 れる シナ リオ は 、 自 分 で も 結構 気 に 
入っ て いる お 話 な の で 、 み な さん も ぜひ そこ 
まで た どり つい て 下さ い 。 
(1998 年 10 月 16 日 チュ ン ソ フト に の 





人 形 は こたつ で 推理 する 
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我 子 武丸 
の 





探偵 映画 


我孫子 武 旭 氏 の デビ ュー 作 。 
警視 庁 捜査 一 課 警 部 補 、 速 
水 恭 三 を 長男 に 、 次 男 の 慎 
ニニ 、 妹 の 一 郎 ("いち お " と 読 
む ) の 速水 三 兄弟 妹 が 、 8 の 
字 館 で 起こ っ た 殺人 事件 に 
挑む 。 


元 講談 社 
格 495 円 ( 税 抜き ) 





速水 三 兄弟 妹 シ リー ズ の 第 
2 弾 。 数 少な い 殺 人 事件 の 
容疑 者 が 、 連 続 殺人 に よっ 
て 次 々 に 殺さ れ て ゆく …… 
真犯人 が 絞ら れ て いく よう 
に 見 える な か 、 意外 な 真相 
が 明らか に な る ! 


発売 元 講談 社 
価 格 427 円 ( 税 抜き ) 





次 々 に 起こ る 連続 殺人 の 被 
害 者 達 を 結ぶ 、 意 外 な 共通 
点 と は ? 事件 を 結ぶ “ 失 
われ た 環 "【 ミ ッ シ ン シグ ・ リ 
ンク ) の 謎 に お な じみ 、 我 
ら が 速水 三 兄弟 妹 が 挑む 、 
ン リ ー ス 第 3 弾 。 


発売 元 講談 社 
価 格 495 円 ( 税 抜き ) 





日 本 映画 の 巨匠 、 大 柳 登 志 
蔵 監督 が 仕組 ん だ か つて な 
い ほ どの 大 仕掛 け の 謎 は ? 
最 影 進 中 で 監督 が 失 忠 する 
と いう 突発 事態 に 、 役 者 を 
含め た スタ ッ フ が 映画 の 真 
犯人 を 推理 し て いく ……。 


発売 元 講談 社 
価 格 552 円 ( 税 抜き ) 


人 形 は こたつ で 
@ @ 推理 する 





する 還 還 














前 代 未 聞 の 人 形 探偵 が 初 登 
場 。 幼稚 園 の 保母 、 睦 月 が 
j 共 寺 ラ 想い を よせ る 内 気 な 腹話術 
_ 因 1 師 、 嘉 夫 。 彼 の 別人 格 で あ 

し る 人 形 、 物 夫 が 元 人 格 と 正 
反対 の 鋭敏 な 推理 で 次 々 と 、 
難 ・ 珍 事件 を 解決 し て いく 。 


講談 社 


発売 元 
価 格 505 円 ( 税 抜き ) 


人 形 は 遠 走 で 推理 する 


PO sm 、 震 。 園児 達 、 、 
形 は 遠足 で 8 遠足 の 日 。 園児 達 、 睦 月 





嘉 夫 & 電 夫 を 乗せ た バス に 
拳銃 片手 の 殺人 犯 が 乱入 。 
は た し て 人 形 探偵 は 無実 を 
主張 する 犯人 の 殺人 容疑 を 
晴らし 、 園 児 達 と 睦月 を 無 
事 に 救出 で きる の か ? 


発売 元 講談 社 
価 格 466 円 ( 税 抜き ) 


人 形 は 眠れ な い 


連続 放火 事件 解決 に 乗り 出 
す 人 形 探偵 。 一 方 睦月 は 、 
自分 に 好意 を 寄せ る 青年 、 
関口 の 言動 に 不可 和解 な も の 
を 感じ る 。 関口 と 事件 の 関 
係 は ? そし て 恋 信 の 出現 
で 三 人 の 恋 の 行方 ほ …… 2 


発売 元 講談 社 
価 格 466 円 ( 税 抜き ) 


惨殺 、 凌 辱 を 繰り 返す 異常 
玉 性 犯罪 者 。 彼 を 猟奇 に 駆り 
本 。) 立て る も の は 愛 か 狂気 か 。 
大 胆 か つ 級 密 に 構成 され た 
事実 の 断片 が 、 や が て 冒頭 
の “結末 ” の 意外 な 真実 を 
浮き 彫り に し て いく 。 


殺 残 に いた る 病 


発売 元 講談 社 
価 格 524 円 ( 税 抜き ) 















人 形 シ 


画 





有 計 Takemarus Worksm 











「 カ ン ガ ルー を 探し て 」 と い 

う 少 女 の 依頼 と 、 も う 1 つ 
の 人 捜し の 依頼 と が 交錯 す 
る 時 、 古 都 京都 は 前 代 未 聞 
の 大 騒動 に 。 そ の 渦中 に 心 
な ら ず も 巻き 込ま れ た 、 し 
が な い 探 偵 の 運命 や いか に ? 


発売 元 講談 社 
価 格 740 円 ( 税 抜 き ) 


に 。 OH 。 


殺人 現場 に 残さ れ て いた メ 
モ の 筆跡 、 そ れ は 確か に 三 
カ月 前 に 処刑 され た は ず の 
殺人 鬼 「『 ド ク 』」 の も の だ っ 
た ……。 近 未来 の 東京 を 舞 


台 に 繰り 広げ られ る 恐怖 の 
追跡 劇 ! 
発売 元 双葉 社 


価 格 1700 円 (税込 み ) 


明寺 欠 ( 1) 


人 形 は こたつ で 推理 する 


嘉 夫 & 和 夫 が 活躍 する 人 形 シ リ 
ー ズ コミ ッ ク 化 の 第 1 巻 。 原作 
の 面白 さ に 少女 マン ガ の テイ ス 
ト が うま く 加 味 さ れ て いる 。 


河内 実 加 


発売 元 ソニ ー マ ガ ジン ズ 
価格 520 円 (税込 み ) 











ぼく の 推理 研究 


T V ゲ ー ム と 児童 心理 を キ 
ー ワ ー ド に 少年 少女 の 心 の 
歪み と 成長 を 描く 。 退 届 な 
夏休み が 一 転 する 飛び 降り 
自殺 を 扱っ た 表題 作 の 他 、 
ゲー ム 通 り の 事件 が 起き る 
「 凍 て つい た 季節 』】 を 収録 。. 


発売 元 集英社 
価 格 770 円 (税込 み ) 


「 ぼ ぽく の 推理 研究 ] の 続編 。 
予言 者 を 自称 する 少年 と 、 
次 第 に それ を 信じ る よう に 
な っ た 主人 公 の 心理 を 描い 
た 表題 作 の 他 、 同 級 生 の 不 
可 思 議 な 自殺 の 謎 を 追う 
「 少 女 た ち の 戦争 』 を 収録 。 


発売 元 集英社 
価 格 780 円 (税込 み ) 


| 小説 た け まる 増刊 


ボー の 大 特集 あり 、 

セイ あり 、 評 HO 
雑誌 だ が 何 か が 違う 。 だ っ 
て すべ て は 我孫子 武丸 の 手 
に よる ひと り 雑 誌 だ か ら 。 
対談 すら 、 自 分 を 相手 に 1 
人 で や っ て の け て いる の だ ! 


発売 元 集英社 
価 格 1995 円 (税込 み ) 


半 灯 近 人 

SS 朱 臣 之 森 学園 D 組 
は 探偵 養成 の 為 の 
特別 クラ ス 。 何 気 
な く 編 入 し た 大 ぼ 
け 少 年 “大 塚 見 事 " 
を 数 々 の 事件 が 待 
ち 受 ける 。 全 3 巻 。 


画 河内 実 加 発売 元 秋田 書店 価格 410 円 (税込 み ) 
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電 雷 太 演 じ る ゴリ さん が いい ) 味 を 出し 
て いた ら SF C 版 「 か まい たち の 夜 ! の C 
M。 と に か く 印 象 の 強い CM だ っ た が 、 
之 回 の PS 版 の CM も 、 お も し ろ さ で は 
前 作 に 負け て は いな い 。 今回 は 架空 の 家 
族 | ノ ベ ラ 家 ] を 舞台 に 前 作 顔 負け の ド 
フ マ が 展開 され る ぞ 。 


ノ ベ ラ 家 と は 
野辺 良 ( ノ ベラ ) 家 は 、「 サ ウ 
ンド ノベル ・ エ ボリ ュー ショ 
ン | の CM 用 に 考え られ た オリ 
_ ジ ナ ル の キャ ラク ター。 家族 構 
_ 成 は 、 父 (本 名 不明 、 母 ・ 春 
_ 子 、 長 女 ・ 美 祭 、 そ し て 長男 ・ 
紀 _ 途 の 4 人 家族 。 


六 S 叶 攻 者 Sul 





評 ど 纏 き 』 計り 溢 還 一 
NMi さ せ 9 疾 MI2 て 
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① 攻 関 先 で 、} 会 神 に 山 線 約 る 美 器 机 
送る 春子 。 “ 
夫 [今日 は 遅 $ な る 旨 有 ! 
② 達 く な る と 告げ た 夫人 地 し <- 残 念 
が る どこ ろか 、 嬉 し そう な 笑み を 
浮か べ る 春子 。 不気味 な 笑み を 浮 
か べた 後 、 謎 の 言葉 を ポツリ と つ 
ぶ や く 。 
春子 [大 丈夫 。 あな た の せい で 、 
死体 が 増え る だ け だ か ら 」 
③ 論 子 の 謎 の 言葉 に 不可 が る 夫 。 
夫 「 死 体 ?」 
(4 窒 子 の 言葉 を 疑問 に 思い つつ 、 家 
[ を 後に する 夫 。 そ れ を 見 送る 春子 。 
還 カ シー ン や ダ ロ テ スク な 匠 黄 が 言 ま れ て いま す 。 ーー する と 突然 、 一 陣 の 風 が 吹き 、 木 
- の 葉 を 舞い 上 げ る 。 
⑤X6X⑦ 切 り 替わる ゲー ム 画 面 。 そし 
て 響き わた る 春子 の 悲鳴 。 
オレ イション | ミステリー サス ペ 
ンス ・ か まい た ちの 夜 特別 篇 」 
⑧ 叫 び 声 を 上 げ な が ら 、「 か まい た 
ちの 夜 】 を プレ イ す る 春子 。 す る 
と そこ へ 夫 が 帰っ て くる 。 コ ント 
ロー ラ を 握り し め た 妻 の 姿 と ゲー 
ム 画 面 を 見 て 、 決 め の 一 言 。 
夫 「 出 た な 、 か まい た ち ! 」 





O ee ws 計 
広 秋 プラ ン ナ ー 抽 本 氏 ノ ベ ラ 家 を 講 る ! 
「CM だ け で も 楽し め る も の を 作る 」 と いう 考え で 、 今 回 の 「 ノ ベラ 家 ] bp 細 
編 は 作り まし た 。 この 「 か まい た ちの 夜 ! で は 、 主婦 が 旦那 が 仕事 に 
行っ て 空い て いる 時 間 を どう 使っ て いる か を お も し ろ お か し く 表 現し 
て み ま し た 。 ち な み に 「 ノ ベラ 家 」 編 に 登場 する キャ ラク ター は 、 実 
は ゲー ム を プレ イ し て も らい た い タ ー ゲ ッ ト 層 で も ある ん で す よ 。 春 
子 み た いな 若い 主婦 の 方 に も ち も 、 ぜ ひ プ レイ し て ほし いで すね 。 
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PROFILE 


187 1 年 1 月 80 日 生ま れ 。 映 画 や ド 
ラマ を 苗 台 に 活躍 中 。 主 な 出演 作 は 





午 基 @ 役 は 地 で 
納 も られ まし た ( 笑 ) 
本 ae 人 は に つう で し た 7 

紀 給 形 半 細 給 すす ちの 後 表 と いう や っ た 
ss 半 2 計 2 と の ) で て 、| 信 誠 夫 か な ? | 
部 明和 引い ま た ね ( 笑 )。 

間 馬 2 乾 デ ナ ディ ン 放 有 ン で は 、 春 子役 は 満場 
= 高司 ざん に 決ま っ た そう で す が ? 

プラ ン ナ ー の 山本 さん の 話 で は 、 私 が 
春 才 の イメ エージ その まん まだ っ た そう で 
す 。 自 分 で は よく わか ら な いん で すけ ど 
ね ( 笑 )。 
ーー で は 春子 役 は 比較 的 簡単 だ っ た ? 

引き まし 涼 ( 身 )。 








生 肖 モー ター を 見 つめ る 


メイ キリ 次 放 


WINIG0) 人 KWHWNI0W40)N0 
こ や か だ っ た 中 村 社 


CM の 撮影 は 、 都 内 某所 に ある 豪邸 を 借 蘭 お に 
り て 撮 周 され た 。 撮影 当日 は 、 前 夜 まで 降 ン 。 5 : 少 」 れ 、 き び し い 表情 に 。 
っ て いた 雨 が 嘘 の よう な 快晴 。 撮影 に は 、 
プラ ン ナ ー の 山本 氏 は も ちろ ん 、 中 村 社長 








も スケ ジュ ー ル の 合間 を ぬっ て 駆け つけ た 。 に E と 人 
撮影 は 、 室 内 で の 春子 の シー ン か ら 始 ま し 
り 、 そ の 後 外 で 春子 が 夫 を 見 送る シー ン を 財 中 吉 
隊 る みこ ど に な っ た の だ が 、 ここ と で に これ まで 
上 手 く 進 ん で いた 撮影 が ある アク シ デ ン ト - い 台 
で スト ッ プ し て し まっ た 。 し か レス タッ フ 財 二 
の 知恵 と 努力 で トラ ブル も 解決 、 撮 影 は 夜 電 
に な っ て 無事 終了 し た 。 ま 香 還 
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ーー オー ディ ショ ン は 大 変 で し た ? 
実は オー ディ ショ ン で も 、 一度 最後 まで 
通し て や っ て みた ん で すけ ど 、 最 初 は 
「 キ ャ ー」 と いう 叫び 声 の 台詞 は な か っ た 
ん で す よ 。 そ の 後 で 叫び 声 の ある バー ジョ 
ン も や っ た ん で すけ ど 、 な か な か 上 手 く 
| キャー」 が 言え な く て 。 結局 その と き は 、 
[| び え 〒 て ] で 許し て も らい まし た [( 笑 )。 
ーー ダグ 一 信 ほ まぐ や る ん で すか 3 

友だち が 来 た と き な ん か は 、「| 桃 鉄 」 と 





導い 散る 木の葉 の 中 、 夫 を 見 送る 春子 。 
見 送り の ジー ン は こん な イメ ー ジ だ っ た の 
な が 、 | こ コ で プク ダン デン ド が 。| どき し て 


も 上 手 く 木の葉 が 飛ば な い の だ ! 送風 機 
の 場所 を 変え た た り 、 ス タッ フ 総 掛か り で 扇 
い だ り と 試行 錯誤 を 繰り 返し 、 や っ と の こ 
と で OK カッ ト を 撮る こと が で きた の だ 。 






これ が 問題 の シー ン 。 
木の葉 が 好 っ つて いる 
の が わか が る か な ? 






か に ぎ や か な や つ は よく や り ま すね 。 で 
も 私 、 怖 い 系 の ゲー ム は 全く ダメ な ん で 
電 よ | イネ ハザード | も 借り た は けど! 
怖く て 全然 や っ て ませ ん ( 笑 )。 ホ ラー 映 
画 な ん か も 怖く て 、 ひ と り で は 見 られ な 
いで すね 。 居 い 話 を 聞い た りす る の は 
けっ こう 好き な ん で すけ ど (人 笑 )。 
ーー で は 最後 に 一 言 お 願い し ます 。 

上 手 く | キャ ー」| が 言え た か どう か 、 


CM を 見 て 確か め て 下さ い ( 笑 )。 








JAal 義 SV 
装う AV 吉 
鐘 革 ほ 違 軸 陣 叶 箇 可 


覚え て いま すか こん な CM ? 
知っ て いま すか こん な 広告 ? 





= 机 の 前 で 略 ち 用 
- 陸 う か らん ! 」 と 頭 を か きむ 
る 生 ど ん な 難事件 か と 思え ば 、 実 
は ゲー ム の | か まい た ちの 夜 」 に 夢 
中 に な っ て で いた の 窓 し た ……、 と い 
う の が 、SFC 版 か まい た ちの 夜 」 
の 発売 に 合わ せ て 流れ た 元 レ ビ CM 
だ 。 刑 事 役 の 竜 雷 太 氏 は 、1970 一 80 
年 代 に か け て 放映 し た 人 気 刑事 ドラ  / 誠 :] 
マ 「 太 陽 に ほえ ろ .! 」 の ゴリ さん 役 「 
で お な じみ の 俳優 さん だ 。 生 。 壮 こ 府 
つま り 、 この CM は ゲー ム の 謎 の /. ーー ザ 
難し さ を 表 現す る “ 五 里 霧 中 " と 、 と グ 5 
ゴリ さん も ハマ る ほど の お も し ろ Se。 < K 写真 は M の 1 ミル ーー マグ 。 
さ = “ゴリ 夢中 ” を か けた と いう 、 な /。。 */ 左 の よう な 絵 コ ン テ を も 
た ホシ シル レ の きき 9 あ ロ ン セ プ ト の し と に 作ら れ た の だ 。 
も と 作ら れ た の だ 。 









者 
(者 め な に 
ケ た て 





の 竹 て か ら 竜 氏 の フ 7 の 7 と と し 
Mg 生 ュ 肌 ソ フト 中 村 光 一 社長 。CM の 
msg 遂 売 電 4 誠人 ル 、 サ イン を も らい 、 ご 
満悦 。 終始 に こ や か に 撮影 を な が め て 
いた 。 そ し て 、 こ の と き 出 演 依 頼 が な 
され た の か 、 次 の サウ ンド ノベル 第 三 
弾 | 街 ] に も 、 竜 氏 は 重要 な 役どころ 





和 栽 で も 見 られ る この 映像 。 症 氏 と 。 
全て 貞二 し て いる 0 だ た 。 中 村 社 長 の 親密 度 は 増 ば ば か り だ ! 
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| [か まい た ちの 夜 ] が 初め て 登場 





隊 





| の TV や 款 の CM と いえ ば ? 






CM と 同じ く 
韓 氏 を 起用 し た 3 






連作 形 


ゲー ム 誌 を 中 心 に 掲載 され た 「 か まい た 行 度 に 合わ せ て 連作 形式 で 、 そ の 都度 の プ 


ちの 夜 」 の 雑誌 広告 に も ち 、CM で 熱演 し て レイ ヤー の 心情 を 竜 氏 が 見 事 な 表 情 で 代弁 。 
いた だ いた 竜 氏 の 勢い が その まま 持ち 込ま 「 か まい た ちの 夜 」] を プレ イ す る と 竜 さ ん の 
れ た 。 そ の 内 容 は 、 プ レイ ヤー の ゲー ム 進 顔 を 思い 出 む と いう ファ ン も 多い の で は ? 





発売 前 


コリ さん 
わか らん 史 


掲載 時 期 : '94 年 11 月 中 旬 ~ 12 月 初旬 


発売 前 の ' わ か らん 編 は 、 ゲ ー ム を 
始め た ば か り の ゴリ さん だ 。 犯 人 の 目 
星 ど ころ か 、 解 決 の 糸口 すら 見 つけ ら 
れ な い ゴ リ さ ん 。 いい りき が り ピ ー ン チチ ! 





だ イン ロン サー と ス 
3 に いて た ア ィ イン エイ と て 


ゴリ さん れ : か っ た = 


掲載 時 期 : "94 年 

yo pn っ [ 革 局 人 600 
き /7wa ぐ で 。 ぞ の 事件 の 解決 に すぎ 
な い 。 新 た な 試 絹 謙 ま 読 々 と 起こ る の だ ! 
















発売 直後 


ビン ク の ゴリ さん 』 


掲載 時 期 : '95 年 1 月 







や りこ ん だ 結果 、 れ の ピン ク の し お り 
が の 。 と れれ ボ で 0 を 思い 、 ピ ンク の 画面 


の 賠 り 返し の 中 、 感 》 ) せ 点 ゴ リ さ ん 。 


し た の は 1994 年 。 さて 、 当時 トー 
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放 の ジー N。 
人 シメ AN 
の re NN2NSN 
LNS 
% 


/ SW NN 
『 Na 


ここ > 





然 現象 !? 





ある 男 が 道 を 歩い てい る と 、 突 然 つ む じ 風 


が 起こ っ だ 。 その まま 歩い て いく うち に 、 ふ 
と 足 を 見 る と 、 鎌 で 切っ た よう な 傷 を 受け て 
いる 。 し か し 不思議 と 傷み を 感じ な い 。 

これ が 昔 か ら 伝 えら れる かまいたち” の 
典型 的 な お 話 の パタ ー ン だ 。 

この 際 、 傷 か ら 血 が 出 な いと する 説 と 、 最 
初 は 出 な い が し ば らく する と 大 量 に 出る と い 
2 説 が ある が 、 革 の 人 の 多く は 、 こ れ を 妖怪 
も しく は 神 の 仕業 で ある と 考え た 。 

岐阜 県 の 山 問 部 で は 、 こ の か まい た ち は 3 
人 連れ の 神 で ある と 信じ られ て いた だ 。 ま ず 先 
頭 の 神 が 人 を 倒し 、 次 が 妨 物 で 切り 、3 番目 
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が 楽 を 塗る 。 だ か ら 作 み が な いと いう 訳 だ 。 

また 新潟 県 の 弥彦 山 と 国 上 山 の 間 の 黒坂 で 
は 、 こ こ で つま づく と 、 必 ず か まい だ ち に 毅 
われ る と 言い 伝え られ 、 越 後 の 七 不思議 の ひ 
と つ に 数 を られ て いる 。 

この 妖怪 は 、 一 般 的 に イタ チ の 姿 を し て い 
る と 考え られ て いた 。 傷 を 付け る 鎌 と ミッ ク 
ス る れ て “か まい だ ち ” に な っ た 訳 だ 。 ま た だ 
一 方 で 、 そ の 傷 が 太 力 を 構え て 切っ た よう で 
ある こと か ら ^ か まえ だ ち ” と な り 、^ か まい 
だ ち ” に 転化 し た と いう 説 も ある 。 

いずれ に せよ 、 妖 悦 と し て キャ ラク ター の 
こっ つて いる ^ か まい た だ たち “は ほ は 、 か な り メ ジャ ー 









9 AA 


< プ 


O ン 













A 剣 士 本 論 其 助 は 、 伊 勢 の 山中 に 
て 、 か まい た ち に 胸 を 切り 像 か れ 
る 。 解説 し て いる の は 、 北 畠 具 教 。 
白土 三平 忍者 基 芸 帳 」 よ り 。 






Py 岩手 県 遠野 に 住ま う “か まい た 
ち 3 兄弟 "。 長兄 が 倒し 、 次 兄 が 切 
翌 *ywwe-、 り 和 裂き 、 末 妹 が 楽 を 塗る 。 藤田 和 
る. _ 日 朗 「 う し お と と ら 」 よ り 。 


た ち " の 正体 は 


な 存在 で 、 多 く の 妖 菩 マ ン ガ に も 出演 し て い 
る 。 妖 怪 マ ン ガ と いえ ば 、 ま ず 誰 も が 思い 浮 
か べ る 「 ゲ ゲ ゲ の 鬼太郎 」( 水 木 し げ る ) に も 
当然 出 て 来る 。 四 国 I 山 中 に 出現 し た 妖 惨 城 に 
陣 取 る 避 い 妖怪 の 1 匹 と し て 登場 し その と WP 
き の 姿 は イタ チ 型 で は な く 、 完 全 な 人 間 弄 で Ne WC 由 。 
あっ た 。 だ だ し 、 同 氏 の 出し た 「 日 本 妖 層 大 1 し 
全 」( 講 談 社 刊 ) の 中 で は 、 鎌 を 持っ た イタ ナチ | 「 議 / 
の 姿 で 描か れ て いる (上 図 参照 )。 1 

また 3 人 組 の 神 説 を 踏襲 し て いる の が 、 う 
し お と と ら 」( 藤 田 和 日 郎 ) の か まい た ち 3 上 兄 
弟 。 他 に も 、 永 井 詩 原 作 の アニ メ 「 ド ロロ ン 
えん 魔 く ん 」 で も 、 3 見 第 で 登場 し て いる 。 
@ 水 木 プロ 1994、⑥ 赤 目 プ ロ 、@⑥「 う し お と と ら 」 膝 田 和日郎 * 小 学 館 少年 サ 
ン デ ー 掲 載 中 
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投 こ ご し て も 活躍 す 


き て 、 こ の か まい た だ ち 現 象 ?。 早 稲田 大 学 
理工 学部 主任 教授 の 大 槻 義彦 理学 博士 に よれ 
ば 、 様 々 な 要因 で 起こ る 気 王 の 変化 が を の 犯 
人 で ある と いう 。 空中 に 生じ る 真空 に 近い 部 
分 に 触れ た 時 、 気 の 高い 皮膚 と 血管 が 破れ 
る こと で 、 こ うし た 現象 が 起こ る 。 が 、 こ の 
と き 、 人 体 の 中 で も 比較 的 低い 気圧 で 安定 し 
て いる 神経 び け は 無傷 で わる こと が 多い た め 、 
痛み を 感じ る こと が 少な い 、 と いう こと な の 
だ 。 そ し て 、 こ の 原理 は マン ガ な どの 必殺 技 





レズ の E の 錠 グ ング ク ググ 
ググ ク 


ー 注 加 ぼ 


er 「YAa WV 


次 」 還 苦 直 馬 





り 深 さき 選 叶 癌 た . 東 対 圧 橋 人 





boo の 


る か まい た ぢ | 


と し て も 、 驚く 程 の 頻度 で 登場 する 。 

スッ パリ と 血 も 流 き ず に 切り 像 く と いう 劇 
的 な 効果 。 バ 真空 ? 云 々 の も っ と も らし い 科 学 
解説 必殺 技 の ネタ と し て 、 こ れ ほ ど マ ン ガ 
に マッ チ し た 素材 は 他 に な いと いう こと だ ろ 
う 。 か の て の 人 気 少年 時 代 活劇 「 赤 鋼 鈴 之 
助 」 の 真空 斬り * あたり が 、 そ の 元祖 で は 
な いか と 思わ れる が 、 と に が かく 良く 出る ! 


に ん じ や ぶ 
開 2 9 放 作者 武 革 UM 1 日 da / で は 、 
林崎 流 抜刀 術 の 開祖 杯 崎 甚 助 が “か まい だ ち “ 
に 胸 を 斬り 像 か れ 、「 笑 の ニン ジャ マン 」( 島 
本 和彦 ) で は 、 を の 名 も“^ 真 空 か まい 太 力 "な る 
語 攻 合わ せ の 必 灯 技 で 登場 ( 右 図 参照 ) ! 他 
に も 格闘 技 マン ガ " 修 給 」0 員 原 正 第 ) の 隊 
奥 園 明 流 奥義 ^ 龍 破 ( 左 ペー ジ 上 図 参照 ) や 、 
ボク シン グマ ン ガ の 「 リ ング に か けろ ! 」( 車 
田 正 美 ) に お ける フラ ンス JR 代表 の 必殺 パン 
チ に 、 「 幽 交遊 交 臼 書 」 ( 語 樺 義 陸 ) で の 吉 革 の 
町 空 烈風 陣 ? と 、 枚 挙 に いと ま が な い ほ ど だ 。 
も し いと ころ 人 は 、 マ ー ジ ャ シギ キャ グ 
マン ガ の 「 ぎ ゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 」 (所 山 
さゆ き ) で ゴッド ハン ド 氏 が 行う “真空 自 
模 ”( ト 図 参照 ) や 、 野球 ギ ャ グ 0 すす め 1! 
パイ レーツ 」( 江 日 寿史 ) で 時 留 十 星 児 が 投げ 
る “殺人 球 ” で も “か まい だ ち " は 使わ れ て 
いる 。 か の 大 御所 ・ 手 塚 治 虫 も 名 作 「 ブ ラッ 
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衝 の は ご トト 
いと rr 演 時 送 
路 書 
て の へ 


ド 
さむ 中 


人 最強 の 礁 師 ゴ ッ ド ハン ド 氏 は 、 旋 風 の ご 
と く 素 早く パイ を つも る こと に よっ て か ま 
いた ち 現 象 を 巻き 起こ す ! 片山 まさ ゆき 
「 ぎ ゅ わん ぶら あ 自 己 中 心 派 』 よ り 。 


@⑨「 炎 の ニン ジャ マン 」 島 本 和彦 ・ 小 学 館 少 年 サン デー 












か まい た ち 
伝説 の 男 陵 奥 九 十 九 。 
レス ラー 飛田 に 奥義 龍 波 を 
放ち 、 頸 動脈 を 切り 裂く ! 
川原 正敏 「 修 維 の 門 」 よ り 。 








リリ テイ ASTS や な 
で っ き で 
さぶ は と と さき S や 

す 


クジ ャ ッ ク 」 の 中 で 、 こ の か まい た だ ち 現 象 の 
説明 を 図解 入り で 行っ た り し て いる 。 

さら に 必殺 技 系 か まい た ちの キー ワー ド 
「 真 空 で 切る ! 」 は 、 ゲ ー ム に も 使用 る きれ て い 
る 。 RPG の 大 作 「 ド ラゴン クエ スト 」 シ リー ズ 
(エニ ックス ) で は 、 上 真空 を 作っ て 敵 を 斬り き 
ざ む と いう バ ギ 系 の 呪文 が IL より 登場 。 今 で 
は すっ か り フ ァ ン の 間 で 定着 し て いる 。 
実際 に 人 間 の カ で ヾ か まい だ ち ” を 起こ せ 
る か と どう か は 定か で は な い が 、 庶 構 の 世界 に 
お いて は 、 それ を 自在 に 使い こなす も の が 、 
次 か ら 6 次 へ と 登場 し て いる の だ ! 
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SS ここ さく 、、 










し 芯 き あぁ 技 相 こ 
か れ ら まな 手 れ 
し |] が わり の を は 也 
に あれ 使 で 傷 

ご iv 9 

ま 

の る 







し ここ ここ へ 





掲載 、⑥ 川 原 正敏 川原 邦 清 ノ 講談 社 


月 刊 少年 マガ ジン 、⑥ 片 山 ま さゆ き / 講 談 社 週 刊 ヤ マン グマ ガ ジ ン 








ゲー ム の 舞台 こと な っ た 





日 馬 と いえ ば 、 ま ず は スキ ー 
長野 オリ ン ピ ッ ク も 熱く 燃え た // 





さ 


雄大 な 山々 に 囲ま れ た 白馬 スキ ー 場 は 、 ダ 
イナ ミッ ク な 景観 、 最 良 の 雪 質 、 積 雪 量 と ス 
キー ヤー を 魅了 し て 止ま な い 世 界 屈指 の スキ 
ー 場 だ 。 特 に 物語 の 舞台 と な っ た 白馬 八方 ス 
キー 場 は アル ペン スキ ー の メッ カ と 言わ れ て 
お り 、1998 年 2 月 に 行わ れ た 冬 李 オリ ン ピ ッ 
ク で も 、 世 界 中 の 人 々 を 熱く 興奮 させ た 。 






< 高度 差 630 メ ー ト 
ル 、 全 長 約 2 キロ を 8 分 で 登 
る 6 人 乗り ゴン ドラ リフ ト バア ダム?。 








"ーーーーーー ーーーーー 知 





AME TT 












の 
机 
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ム 個 仁 的 な スキ ー 場 が 点 在 する 、 ま さ に スキ ー パ ラダ イス 。 12 月 初旬 ^> 5 月 初旬 まで の 間 、 た っ ぷり と スキ ー が 楽し め る 
の も うれ し い 。 リ フト の 数 や ゴン ドラ が 充実 し て いる の で 、 移 動 も ラク ラク 。 特 に ゴン ドラ は 、 暖 か く て 御 機嫌 ! 
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し 旧 好 然 黒 > 
い や 目 の 研 姜 Y 
眺 不 %) ハ 究 平 8 
め 帰 $ 地 イ 路 か 
を - ノ ゥ 2 の 盾 ^ ら 
披 内 2 八 ン と 人 衝 # 
本 を 方 グ も 方 5 
じ 際 池 当 な 清 
See 卓 
9 2 6 
れ 素 白 し Y 層 
る 晴 馬 る ん 

ココ 絶 自 





せ は 単 
て 情 紅 
く で 葉 を 春 
れ 我 狩 見 は 
る 々 リ り 山 
を と が 業 
迎 摘 

え 山 

は 


豊か な 自然 の 中 に は 


ノ ク ロ ソウ や オイ コン レン ョ 、 
呈 ホ レノ カカ モン | し て マ 
シー ズン ご と に 咲き 乱れ る 高山 植 ネ な ど 、 多 く の 野 信 動 
物 は な ん と 100 種 類 近 く あ る と い 物 が 生息 し て いる 。 
う 。 夏 な お 雪 の 残る 大 雪渓 で も 、 品 具 の 伺 員 天然 記 志 
美しい 花 を つけ 、 見 る も の の 心 を 物 に 指定 され て いる ラ 


イチ ョ ワウ 。 を を は 羽 が 二 
0 よう (に 貞 っ 自 に か る 。 


が こま 拉 て くれ る 。 


舌 力 : 日 馬 村 役場 観光 課 
















ん 


に に 


WiON 吾 万 県 
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白馬 美術 館 








色彩 の 魔術 過 ・ シ ャ ガー ル の 版画 を 多数 展 
示 。 ビ 館内 で は 、 彼 の 生涯 2 り 込ん 
だ スラ イド も 上 映る れ て 

本 2 IO 期 10:00ー17: 











00) 年 中 無休 プ 谷 0261-72-6084 切 久保 神社 
和田 の 閑 美 術 館 上 松本 沙 の 四 大 社 の ひと つ 。 七道 祭 で 使わ 
れる 氏神 様 の 宇 宇 物 、 七 道 の 面 が ある 。 その 中 
教会 前 に 建つ 、 レ ンカ 造り の 美術 館 。 愛 い の 般若 の 面 に は は 、 そ の 普 ヾ お か る / と いう 旋 
を 帯び た 美人 画 で 有名 な 、 カ シ ニ ョ ー ル の リ り が 折り 合い の 重 
トグラフ コレ クシ ョ ン が 展示 る れ て いる 。 い 嬉 を 敬 か そう 
料 400 円 開館 時 間 、 休 館 日 は 季節 ご と に と つけ た と ころ 、 
異な る 。 事前 確認 を 。/ 谷 0261-72-5048 顔 か ら は が れ な 
《 く な っ て し まっ 
和田 の 教 会 た と いう 伝説 が 
残っ て いる 。 





白樺 の 中 に た た ず む ロマ ン テ イ ッ ク な チャ 
ペル 。 こ こ で の 結婚 式 に 憧れ る 女の子 も ンー い 
と か 。 式 の 後 、 を の まま 参加 者 と と も に グ 

ン デ を 情 る という 由 用 な ら で は の 植林 式 も 
げ ら れる 。 敷地 内 に は 洒落 た ティ ー ル ー ム も 
ある 。 自 然 の 中 で 飲む お 人 茶 は 、 ま た 格別 ! 









信 放 と いえ ば 、 書 才 。 自 
馬 の 銘 水 で 者 だ れ だ た だ 落 麦 は 
きす が し 美 齋 | ま / 四 

に ナス 味噌 や つぶ あん が 入っ た ゎぉ や 0 
は 、 素朴 な 故郷 の 味 で 人 気 。 み や げに 
地元 羨 術 家 が 彫っ た 木彫 の 小物 や 手 作 1 フ 
。 ルー ベリ ー ジ ャ ム 、 野 沢 菜 な ど が お すす め 。 


サク ッ と し た 歯 触 り の 
銘菓 、 雷 鳥 の 里 。 ン 
る 駅 近く の 民芸 品 店 
5 見 27 ら 」 う 
と エッ チ な 人 道 祖 面 。 

















か ぎ き り 


風 切 地蔵 


沙 信 の 道端 に ひっ そり 
立つ この 地蔵 。 見 る と 手 に 
鎌 を 持っ て いる 。 こ の 鎌 で 』 
作物 を 風 や 虫 、 病 気 か 6 守 0 
人 に 災い を も た だ たら す 悪 圭 を 追 
い 了 っ 0( ル 2. い 5 の / 

その た だ た め 、 今 で も この あ た 

こ は 、 鎌 を 立て て 風 を 断ち 
切る と いう 風習 が 残っ て いる 
& いり 。 


























アァ に 湧き 出る 自信 方 


いい ち 


温泉 に 、 小 日 所 みみ ずく 、 第 一 導 


NR 


5 izrNzz 









AN れ < 
浴場 が 点 在 。 泉 質 た 送 we 下 た 個 ア パリ 
は アル カ 単 ) 
1 人 信和 車 : 長野 自動 車道 豊科 1C か ら 国 道 147 
純 泉 で 疲労 上 旧 た 号 っ 148 号 で 約 54 キ ロ 
筋肉 痛 に よく 効く の 仁  | 電 : 新宿 駅 か ら 特急 あず さ で 松本 へ 。 
の / 大 糸 線 に 乗り 換え 、 自 馬 駅 下車 。 
と か 。 ス キー の 後 り 見 問い 合わ せ : 自 馬 村 観 光 連 盟 窟 0261-72 
に は も っ て こい ! と に -7100 自 馬 村 観光 案内 所 谷 026|-72- 
Ms * 陸 2279 
入浴 料 400 円 。 ま 








2 し アア 






A 作 


4 










成 應 < た 


4 トー 
ーー や 埋 用 es 


※ 時 : 営業 (開館 ) 時 間 プ 料 : 料金 を 表し て いま す 。 っ 1 


清潔 で 明る い 容 
冷暖 房 付き 。 


と ざ 


で 
の 


em 2 
可 tt 記 守 洋 


で 藻 


HRC 員 和敬 | 
(irY 利和 絆 


ご 
ン 
骨 と トマ < ご 
f } 


中 等 と 
| 本 3N) 


大 き な 窓 か ら 自 然 の 光 が い っ ぱい 
差し 込む 、 解 放 感 あふ れる ダイ ニ 
ング 。 ロ グハウス な ら で は の 木 の 
香り に 、 気 持ち も な ご も む 。 


心 の こも っ た ディ ナー は 、 奥 さん 王 、 生 参 シ 人 デー 幼 真理 も 飲ん だ !/ 口 当 
が 担当 。 メ ニュ ー は パ バラエティ 豊 gg Bs た り の 良い 、 ク ヌル プ 
か で 、 味 も 絶品 ! ウト ーーーーー- レー ベル の ワイ ン 。 





5 み 





TE『 や 
% 


で て で こい 


09! SS 
29 上 ( ) 


ot" 人 は つて 計 由 は ( [ 





(< 叶 下 問 ③ 等 と 3(( 
時 的 ③ 財 つと ル 豆 っ 還 









登場 人 物 た ち も 集 っ た 、 客 同士 で 
話 も は ず む 座 話 室 。 





鳩 時 計 の 代わ り 
に 、 可 愛 い か ら 
くり 時 計 が 。 





お 風呂 は 、 椿 風呂 と 岩 風 呂 の ふた つ 。 
温泉 な が の で 、24 時 間 い つ で も 入れ 
る と いう の が うれ し し 、。 


山菜 、 本 の 実 、 野 人生 の 果 
実 @、、 少 2 目 る 6 

そこ は 自 然 の 社 庫 。 こ の 
カリ クミ (は 灯 実 画 に が る 。 
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ペン ショ ン の オー ナー は 、 
自然 を 愛す る モー クラー 





急斜面 に ある 無数 の コブ を 飛び 越え て 滑 

降 す る 豪快 な スキ ー 競 技 | モー グル 」。 ク 
ヌル プ の オー ナー で ある 愛川 革 一 さん は 、 
長野 オリ ン ピ ッ ク で も 大 い に 話 題 に な っ た 
この スポ ー ツ に 、 ず っ と 以前 か ら 夢 中 だ っ 
窟 ざ だ いう 。 
[白馬 は 、 昔 か ら 『 モ ー グ ル の メッ カ l』] と 
呼ば れ て いた くら い 、 こ の 競技 が 盛ん な 地 
域 な ん で す よ 。 う ち で も 、 和 宿 泊 し て いた だ 
いた 方 に は 、 無料 レッ スン も 行っ て いま す 。 
も ちろ ん 、 モ ー グ ル だ け で な く 、 普 通 の ス 
キー も 、 ボ ー ゲ ン か ら お 教え し ます の で 、 
初心 者 の 人 も ぜひ チャ レン ジ し て ほし いで 
すね 

モー グル の 公認 大 会 に も 出場 し た 経験 の 
ある 愛川 きん た ち ス タッ フ プ の 指導 を 受け れ 
ば 、 ス キー の 腕 も 上 達 間 違い な し か も !? 


ン Y ン UDGOF 


ざ ご て 滋 〇 C CHTrrTC 一 
オ 員 一 改 JNI 。N mm 8 
放さ 人 NIS へ NM へ て 潜 








\ ま いた ちの 夜 」 発売 後 、 
ヌ 比 プ | に 人 やってき ぎ きた ファ ン た た 
ちの ユニ ー ク な エピ ソー ド を 、 オ 
ー ナ ー に 教え て もら っ た ぞ ! 


CT きき OMT 


6 は 汗 半 愉 G 交 愛 の gt 縮 隊 


H 鞭 ③ こ とう ・ ざ ご 2 
, 下 消 田 SS TU ご NN」 


ロ 
ロ 





層 | 


役 に な りき っ て 、 「 か まい た ち 」 
実写 版 を ペン ショ ン で 撮影 !? 





スー パー ファ ミコ ン 版 の |「 か まい た ちの 
夜 ] が 発売 され た の は 、 今 か ら 約 4 年 前 の 
こと 。 そ れ 以 来 、 ゲ ー ム で 遊ん だ 人 た ち が 、 
全国 か ら 続 々 と や っ て くる よう に な り 、 そ 
の 中 に は 、 な か な か ユニ ー ク な 人 た ち も い 
深め し ゆい 。 
[夜中 に ダイ ニン グ の 明か り が つい て いた 
の で 、 何 か な と 思っ て の ぞい て みる と 、 コ 
ー ト を 着 た 田中 さん らし き 人 が 、 ゲ ー ム と 
同じ 位置 に 座っ て いる ん で す よ ( 笑 )。 話 
を 聞い て みた ら 、 高 校 の 演劇 部 の 方 た ち で 、 
オリ ジ ナ ル の 脚本 を 持っ て き て 、 実 写 版 
「 か まい た ちの 夜 」] を ビデ オ で 撮っ て いた 
ん で すね 。 獲 の ぬい ぐる み を 着 て 、 廊 下 を 
走っ て いる 人 も いて ( 笑 )、 そ うと う 不 思 
議 全 6 虹 で し た よ 」 


また 、 ゲ ー ム の 尊 台 と は 知ら ず に 、 偶 然 、 
遊び に き て …… と いう 人 も いた そう だ 。 

「 あらかじめ 知っ て いた ら そ う で も な いと 
思う の で す が 、 い き な り ゲー ム と 同じ 舞台 
代 誠 りこ まれ て 人 興 答 し た ん で し ょ う 乱 。 こ 
こ で 誰が 死ん だ と か 、 あ そこ で 殺さ れ た と 
か と いう 話 を 大 声 で 仲間 に し て いて 。 ゲー 
ム を 知ら な い お 客 様 が 聞い た ら 、 本 当 に そ 
ん な 事件 が あっ た の ? と 思わ れ そ う で 、 ち 
ょ っ と 困っ た な あと ( 笑 )」 

他 に も 、 ゲ ー ム の 、 あ る 登場 人 物 が 殺さ 


れ た 部 屋 は どう し て も イヤ だ と 言っ て 、 蒼 


えて も ら っ た 人 な ど な ど 、 全 国 各地 か ら 
ゅ いろ ん な 和信 が 訪れ る よう に な っ た そう 9 だ 。 
| やはり 和 宿泊 客 の 幅 が 広がり まし た ね 。 ゲ 
ー ム を 遊ば れ た 中 で 、 最 も 可 い 方 は 、 オ ー 
スト ラリ ア か ら や っ て きた 方 が いま し た 。 


送 に 、 す ぐ 近 く の 民 宿 の 娘 さ きん が わざ わざ 


泊まり に 来 た こ と も あり まし た ね ( 医 )」 


ペン ショ ン 以 外 に も 、6 訣 夫 
名 まで 泊まれ る コテ ー ジ 農 
が 2 棟 (3 室 )、 建 て られ 
て いる | 





まで ) 区 な か っ て いる 


le【・Ll【e】a 











ン [ 6 建物 の 右側 が モー グル 
| ショ ッ プ 。 不 側 が 、 


ペン ショ ン ク ヌ ル イプ 通信 


ゲー ム で も お な じみ の 上 ふく 
ろう の 外灯 。 愛川 さん も お 
気 民 央 ので 、 ペ ンション シン 定 
け で な く 、 コ テー ジ や ショ 
ッ プ に も 付け られ て いる 


スキ ー シ ー ズ ン 以 外 で も 、 
楽し み 方 は いろ いろ あり 





冬 だ け で な く 、 春 か ら 秋 に か け て の 白馬 
も 見 どこ ろ は 多い 。 自 然 散 策 は も ちろ ん 、 
釣り 、 パ ラグ ライ ダー、MTB、 テ ニス な 
ど な ど 、 き さまざま な 楽し みか た が 可能 だ 。 

「 ク ヌ ル プ 」| で は 、 5 月 か ら 11 月 に か け 
て 、 ガ ラス 細工 の 工房 を オー プン し て いる 。 
そこ で は 、 愛川 さん 自身 の 指導 で 、 ガ ラス 
の 制作 が 体験 が で きる 。 ま た 、 オ リ ジ ナ ル 
の モー ルク ョ ア 全 Mo 
ー プ ン し て いる 関 還 詞 六 

で 、 興 味 の あ る 方 軸 診 

お と 

も らい た い 。 ! 











愛川 さん が 作ら れ た ガ 
ラス 細工 の 数 々 。 光 を 
当て る と きら きら こと 輝 
く の が 特長 だ 











section ル 次 に 挙げ た 各 設問 に 関し て 、 正 し いと 思わ れる 解答 を 、 下 の 語 群 の 
DNS IIIuhbhkhbhbhbhbhbhbhwb 





] 次 の 中 で 〈 透 》 の ギャ グ の レパートリー に な い の は 、 誰 の ギャ グ ? 
1) ハナ 貢 2) 植木 等 3) 谷 啓 4) 荒井 注 
2 シュ プー ル で 飼っ て いる ネコ の ジェ ニー の 種類 は ? 
1) 黒 獲 2) 三 毛 釘 3) トラ 猫 4) シャ ム 猫 
3 (真理 ) が 提案 し て 、 各 自 が 手 に 持っ た 武器 に な か っ た も の は 次 の どれ ? 
1) スト ッ ク 2) ハン ガー 3) モップ の 柄 4) 果物 ナイ フ 
4 夕食 の 時 、 北 野 啓子 は スー プ を お か わり し て 、 何 杯 飲ん だ ? 
1) 2 杯 2) 3 杯 3) 4 杯 4) 5 杯 
5 (真理 ) と (人 遊 ) が 信州 に や っ て きた の は 、 何 月 何 日 ? 
1 ) 12 月 21 日 2) 12 月 24 日 3) 2 月 14 日 4) 3 月 14 日 
6 テレ ビ の ニュ ー ス で 銀行 強盗 が 報じ し られ た の は 、 何 銀行 の 新宿 支店 ? 
1 ) 第 一 産 銀 2) 二葉 銀行 3) 三友 銀行 4) 四 奏 銀行 
7 (〈 潜 ) が 食堂 で (真理 ) の 手 と 間違え た の は 何 の 形 を し た 灰皿 ? 
1) 木の葉 2) 魚 3) 貝 殻 4) ぶどう 
8 美樹 本 が 〈 遊 ) に 渡し た 魔 除 け セ ッ ト に 付い て いた の は 、 何 の お 守り だ っ た ? 
1 ) 悪霊 退散 2) 安産 祈願 3) 商売 繁盛 4) 交通 安全 
9 ゲー ム 中 に 登場 する プレ イス テー ショ ン ソ フト 「 か まい た ちの 夜 ] の 中 に 出 て くる 、 
ノ ヨ ル ・ カ ー マ イ さん の 国 は どこ ? 
1) 革 シ ア 2) フォ シラ ンド 8) ノル ウ ュ ー ⑳) デン マー ク 
lO (真理 ) が 完走 し た こと が ある と いう ゲー ムセン ター の レー スゲ ー ム は 何 ? 
1) アウ ター ラン 2) チャ レン ジグ ラン プリ 3) トッ プ ポ ジ シ ョ ン 4) 発 極 レ ー サ ー 
]1 (真理 ) と 知り 合う きっ か け と な っ た デパ ー ト の 屋上 で の アト ラク ショ ン で 、〈 穫 )〉 が 演じ 
て いた の は ? 
1 ) ナマ コ 怪 人 2) レッ ドニ ンジ ャ ー 3) イカ ゲソ ラー 4) ウミ ウシ 男 番 
衣 2 ゲー ム 中 に 登場 する (真理 ) の 母親 の 名 前 は 、 純 子 と 何 ? 
1) し の ぶ 2) 沙織 3) 美雪 4) 八千代 
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section 次 に 挙げ た 文章 は 、「 か まい た ちの 夜 ] に つい て の 説明 で ある 。 語 群 に あ 
る 語句 を 正しい 順番 に 並べ 変え て 、 カ ッ コ 内 に 入る 言葉 を 沈 成 させ な さい 。 ( 計 2 の 点 ) 








四 (3 点 ) 
( 誠 ) と 香山 さん の 最高 の 碑 沢 論争 は 、( ) と いう 順に エス カレ ー ト し て いっ た 。 
三 五 


ア . 真夏 に クー ラー を か け て 鍋 を 食う 

イ . 赤道 直下 で 冷凍 庫 に 人 る 

ウ . 寒い 時 に 部 屋 を 暖か く し て 飲む ビー ル 

エ . 南極 で スト ー ブ を た いて アイ スキ ャ ン デ ー を 食べ る 





2 (5 点 ) 
事務 所 を 訪ね て きた 楠木 警部 と の 関係 を (真理 ) は ( ) と いう 順序 で 説明 し よ 
うと し た が 、 結 局 は 自分 で も わか ら な く な り 、 う や む や に し た 。 
ミ 五 


ア . 合作 の また いと この 異母 兄 の 義理 の 息子 の 友人 
イ . 異母 別 の また いと この 友人 の 義理 の 息子 
ウ . 異母 別 の 息子 の また いと この 義理 の 友人 





8 (7 点 ) 


( 衣 ) が キセル の よう だ と いっ た 冒険 を 、( 真 理 ) は 遠い 目 を し て ( 王 
順序 で 勝手 に 思い 出し て いた 。 
ョ [ 


ア . 魔術 師 に 捕まっ て カエ ル に され か か る 

イ . ドラ ゴン の 上 巣 に 迷い 込み 、 丸 焼き に され か か る 
ウ . スフィンクス の 謎 を 解く 

エ . 死 の 迷路 を さま よう 





4 (7 点 ) 


( 送 〉 が 気絶 中 に 夢 で 見 た 最 難関 スキ ー コ ー ス は ( ) コー ス で ある 。 
五 


ア . サン ダー、 イ . トリ ャ ー ! 、 ウ . エキ スパ ー ト 、 エエ . ソリ ャ ー ! 、 オ . ドラ ゴン 
か 、 ウル トラ 、 補 、 スペ シャ ル 、 グ 。 ウオ リャ ー! 
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section に 半 ナ た 条 件 に 従っ て 、A 群 に 挙げ た 人 名 や 語句 と 最も 関係 の 深い と 
わ れる 請 包 や セリフ を B 群 より 選び 、 線 で 結び な さい 。 " ( 各 2 点 、 計 26 点 ) 








目 条件 : 各 キャ ラク ター の 名 ( 迷 ?) セリ フ で す 。 
【A 群 】 【B 群 】 
ア ) 香山 誠一 ・ ・ ①「 あ た し …… あ た し 、 こ の 人 と 一 緒 に いた く あ り ま せん | 


イ ) 香山 春子 ・ ・ ② 「 や っ ぱり 畳 の 上 で 大 往生 ] 
ウ ) 小林 二郎 ・ ・ ③ 「 素 英 な 出会い に 」 


エ ) 河村 亜希 ・ ・④①「 し ょ う が な か っ た ん だ 。 し ょ う が な か っ た ん だ よ ……| 
オォ ) 満 哲 導 子 ・ ・⑤「 虫 も 殺さ な いよ うな 顔 し て …… あ た し も 危う りく だ まさ れる と こ だ っ た わ ] 





]2 条件 : スー パー ファ ミコ ン 版 と プレ イス テー ショ ン 版 の 違い は ? 


は 群 】 【B 群 】 

ア ) 101 年 目 の コ ル ホ ー ズ ・ ・ ① ロ ンド ン で 万 馬券 

イ ) 今度 は 私 も 連れ て っ て ・ ・ ② 論 語 だ け で し ょ 

ウ ) 101 匹 目 の マ ル チ ー ズ ・ ・ ③ ラ ンジ ェ リ ー・ ネ イシ ョ ン 





上 3 条件 : 登 場 人 和 物 の 役どころ は ? 
【A 群 】 【B 群 】 
ア ) 釜 井 達郎 ・ ・ ① (真理 ) の 叔父 
イ ) 美樹 本 洋介 ・ ・ ② フラ ンス の 情報 部 員 
ウ ) 小林 一 郎 ・ ・ ③ 通 りす が り の 魚屋 さん 
エ ) 北野 刻 子 ・ ・ ④ ( 理 ) の 父 
オォ ) 久保 田 俊夫 ・ ・ (⑤ 日 本 の 防 謀 機関 


section LV の [か まい た ちの 夜 ] に 関す る 設問 に 答え な さい 。 計 16 点 





調 ! (4 点 


( 潜 ) 達 が 0 L 3 人 組 と 最初 に 出会っ た 時 、( 真 理 ) が 間違わ れ た 女優 の 名 前 は ? 
( ) 

調 2 (4 点 ) 

事件 解決 編 で 、 バ ラバ ラ に きれ た 被害 者 の 本 当 の 名 字 は 何と いう ? 

( ) 

13 (8 点 ) 

フロ ー チ ャ ー ト を 完璧 に 完成 させ た 場合 、E ND の 数 は 全部 で いく つ ? 

( ) 
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※ ク イズ の 解答 は 、 袋 と じ 内 の P71 に あり ます 。 
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フロ ミナ | 
ミス テリ ー の 大 本 に 沿っ つて 考え て みる 


MRNSG ド 洛 Si い りり UUd 時 人 S さ りり Uv れ IMiBI 





殺害 方 法 


死体 を / トラ バラ に し た 人 田 は ? 


死体 を バラ バラ に する の は 、 か な り 手 間 
の か か る 作業 だ 。 犯 人 が それ を 敢えて 行っ 
た と いう の は 、 そ れ な り の 理由 が ある か ら | 
だ と 考え る べき だ ろう 。 一 般 的 に ミス テリ | 
ー で バラ バラ 殺人 と いえ ば 、 死 体 を 運び や | 
すく する た め と 考え る の が セオ リー だ 。 上 
"運ぶ" これ は か な り 重 要 な キー ワー ド だ 。 語 
犯人 は ここ で バラ バラ に し て 、 そ れ か ら ど 上 
こ か へ 運 ぼ うと し た の か 、 そ れ と も 、 ど こ | 
か で バラ バラ に し て ここ へ 運ん で きた の 還 死体 が バラ バラ だ と 、 被 害 者 の 生前 の 姿 、 特 





た こと と 思い ます 」 革 





3 この 生 移 昌 半 の 寺 ORSE こ に 背 格好 や 体型 な ど は 、 科 学 的 な 捜査 を 待た 
が! この 前 後 関係 の 貼 い だ け で も 、 状 況 な いと わか ら な く な る 。 こ れ も 犯人 の 狙い の 
は 大 きく 変わ る こと に な る の だ か ら ……*。 ー つ か も し れ な い の だ 。 

蘭 記 アリ バイ 





まず は 犯行 時 か ら 季 軟 に 考え よう 」 


アリ バイ 、 す な わ ち 現場 不在 証明 は 、 犯 | 
人 を 絞り 込む 作業 に お いて 、 か な り 重要 な 『 
ポイ ント と な る 。 そ れ だ け に 犯罪 者 の 側 も | 
それ に 関わ る トリ ッ ク に 工夫 を 凝ら すこ と | 
も 多く 、 見 せ か け の 犯行 時 刻 だ け に 固執 し 上 
て いる と 、 ま ん ま と そ の トリ ッ ク に ハマ る | 

と に も な りか ね な い の で 注意 し よう 。 | 

も し 、 死体 が 運ば れん て きた も の な ら 、 部 | 
屋 の 中 で は それ を 置く だ け だ か ら 、 犯 行 の 
時 間 和 帯 も 短く な る 。 当 然 、 可 能 性 の ある 容 | 死体 が 部 屋 で バラ バラ に され た と 思い こん で 





上 sa Ce し まう と 、 こ うな っ て し まう 。 本 当 に そう な 
騰 者 も 徐 わ る は す だ 。 ア リバ イ を 考え る と | ら 、 部 屋 に も その 痕跡 が 残っ て いる は ず で は 
き は そこ まで 灯 軟 に 考え る 必要 が ある の だ な い の か -…… ? 
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間際 組 k 凍 プレ イヤ ー ズ サポ ー ト 1 
| ” 事件 解決 編 









よ 兵 ヨ 45 2 2 


っ 


無 差別 殺 hig 殺人 と いう 行為 
まで 犯す に は 必ず 動機 が ある と 考え る べき 
だ 。 特に 田中 に 続い て 、 み どり が 殺さ れ た | し た “ / 。 | 
と き に 、 そ の 理由 を 考え る こと は 大 き な 手 | シン シエラ: ジッ ヨン ツラ ソン ツキ) 
が か り と な る 。 | べ の と ほじ た Si 

みどり が 殺さ れる 前 に 言っ た 「 気 に な る | C バ スタ オル が 理 っ て いる みか 8 
こと 」。 お そら くみ どり は 田中 殺害 に 関す る sc 
何 か を 知っ た た め に 灯 さ れ た と 考え る の が 

妥当 だ ろう 。 な ら ば 、 み どり は いっ た い 何 | 





< 気がつい た の か ? それ が わか れ は ば 事件 死体 を バラ バラ に すれ ば 、 必 ず 大 量 の 血 の 跡 
ys 、 ュ リエ モナミ | が 残る か 、 そ れ を 流せ る 場所 を 使う は ず 。 み 
は 一 気 に 解 決 へ と 向かう は す だ 。 どり は それ を 確認 し に 行っ た の だ ! 











その ほか に も 、 気 に な っ た こと は すべ て すべ て の 行動 に は 必ず 何かしら の 意図 が 
その 理由 を 考え る べき だ ろう 。 窓 が 割れ た あり 、 そ れ が 一 つの 目的 の た め に 、 一 本 の 
り 、 殺 人 予告 状 が あっ た の も 、 偶 然 や 、 い 旨 で 犯人 と つなが る と いう こと を 心 に と め 
た ずら な ど で は な い の だ 。 て お くべ きだ ろう 。 


「 ま さか 。 それ に 、 ま だ 9 時 過ぎ だ よ ?2 あの し 
普 迫 状 が いた ずら じゃ な いと し て も 、 予告 の [ 
間 は 12 時 じゃ な いか 」 ] 





わざ わざ 予告 状 を 出す 理由 は どこ に ある の か ? 外 を 見 回 り に 行っ た 誰か が 美樹 本 を 襲 色 た の か !? 
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アッ パーチ @6 


Player's Support 1 / Approach2 


ミス リー ド の 記 を 見 破れ 





どう 展開 し て も 、 バ ラ ーーー 


バラ バラ 殺人 が 起こ る シナ リオ で は 、 ど 
うい う 選 択 肢 を 選ん で 、 ど ん な スト ー リ ー 


の 展開 に な ろう と も 、 そ の 犯人 が 次 わっ て 


し まう と いう は な い 。 

つま り 、 た と えば 自 分 が 迷 き れ た りす る 
よう な 失敗 を 繰り 返し た と し て も 、 何 度 か 
プレ イ し て いれ ば | 絶対 に 怪し い の は この 
人 し か いな い 」 と いう 人 物 が 浮か び 上 が っ 
て くる は ず な の だ 。 あ と は その 人 物 が 邦 行 
が 可能 に な る トリ ッ ク を 考え 、 そ れ に 見 合 
っ た 選択 肢 を 選ん で いけ ば 、 必 ず 事 件 を 解 
決 で きる こと だ ろう ! 


B「 す いま 臣 ん 8C 人 に し て くだ さい 」 





田中 の 部 屋 を 調べ に 2 階 へ 上 が っ て いく 時 、 
一 緒 に いく 人 物 の 選び 方 次 第 で は 、 簡 単に 犯 
人 の 見 当 が 付く こと だ ろう 。 た だ し 、 上 自分 の 
身 が 犠牲 と た な か っ て し まう が ……。 


人 は 確認 の た め に 、 よ まず は 
あり えな いこ と か ら 考 える 場合 も ある 


犯人 も トリ ッ ク も わか っ た 。 あ と は ( 透 ) 
が 自分 の 考え て いる よう な 推理 を し て くれ 
る よう に 、 選 択 肢 で 導く だ け 。 こ の と き 気 
を つけ な く て は いけ な い の は 「 こ れ は 総 対 
に な い 」| と いう 思い こみ を し な いこ と だ 。 
特に 〈 迄 ) は 、 ま すず 到底 あり えな いこ と 
を 一 度 は 考え て みて か ら 、「 い や 、 そ ん な 
こと は あり えな い 」 と 確認 し て 、 正 し い 考 
え の 道 筋 に も どす 、 と いう 思考 順序 を 踏む 
こと が ある 。 こ うし た ミス リー ド の 罠 に か 


か る こと の な いよ うに 、 まず は 〈 透 ) の 思考 . 


パタ ー ン を 十分 に 把握 し よう 。 


62 





透明 人 間 な ん て 、 そ ん な 荒唐無稽 な ……。 
〈 透 > は と きど きこ うい うら SF 的 な 発想 を まず 
挙げ て か ら 、 そ れ を 査定 する パターン で 考え 
る こと が ある 。 





」 OM 


件 解決 編 


瞳 し イ し じっくり とき XH0E た ED トリ yo も p が っ の る 還 議 


議 貞 Hco5n た ミス スリ ー ド の 思 に まん ま と か か っ < 細 議 ら 7 紀 


吉 回 し な 言い 廊 を 好む お 人 も いる も 細 


選択 肢 で 惑わ さき れる の は 、〈 遊 ) は 思考 す 
る と きだ け で な く 、 会 話 に お いて も 、 境 回 
し な 表現 を 好む と ころ が ある こと だ 。 特 に 


推理 を 披露 する と き な ど 、 正 解 そ の も の を 


ズバ リ と 言わ ず 、 學 曲 表 現 を 使っ て 、 会 話 

の 中 で 推理 を 展開 し て いく こと が 多い 。 
選択 肢 に 迷っ た 時 は 、 も っ た いぶ っ た 言い 

方 を すれ ば 、 ど うな る か も 考え て みよ う 。 


選択 肢 を 正しく 選ん で いけ ば [犯人 指名 
入力 画面 」 が 登場 する 。 こ こ で 犯人 を 当て 
る こと が で きれ ば 、 事 件 は 解決 へ と 向かう 
(その 後 の 選 択 肢 も 間違え な いこ と ) 。 


事件 の 離解 ける の は 、 み どり が 死ぬ 前 


FPS 
、 謎 は 解け る が バッ ド エ ン ド と な る 。 

0 一 度 、 名 前 を 入力 で きる 機会 が ある が 、 

その 最後 の 犯人 入力 で は 謎 は 解け な い 。 


介 し /。 ー オ 





回 / 


三 呈 | る | ーー 
ーー ト N 』 )? 不 | [に 2 
| ビブ プロ ア 7 リョ レ (に 


ミス リー ド の 罠 に は 要 注 意 だ が 、 明 ら か に と 
ん で も な い 方 向 に 話 が 進む だ ろう と いう 選択 肢 
に は 、 本 当 に と ん で も な い 結 末 が 用 意 さ れ て い 

場合 も ある 。 わ ざと ミス リー ド の 誘い に 乗っ 
て 、 そ うし た 結末 を 見 る の も 一 興 だ 。 し か も 、 
それ が ピンク の し お りや お まけ の シン ナリ オ を 開 


く カ ギ に つなが る 場合 だ っ て ある の だ ! 


朋 か さ た な は まや ら わが ざ だ ば ぼ ば 





いき し ち に ひみ り ぎじ ぢ びび 
うく す つ ぬ ふ む お ゆる ん ぐず づ ぶ ぶ 
え け せ て ね へ め れ げ ぜ で べべ 
お こそ と の ほ も よろ を ご ぞ ど ぼぼ 
あい うえ お つや ゆ よ 一 





い 込ま れ 炉 。 庄 


ー 誠 ③ ご 9+ 史 さす 





S と 中 は で @S 葵 4 ご 嘩 は 輝 避 
2g み CHTT と すり ば は お 人 へ 0 
癌 昌 蘭 で て 四 は 慎 ど 由 SfE 


0 2 ら 見 放 
9F 人 MT 


で 避 評 ヶ 土 に 
e+ 中州 す で 回 師 


ラプ 尊 選 半 注 障 ラ 


ri ご 言 





本 に 書か れ た 「 完 」 と 「 終 」 の 誠 味 は ? 


本 に 記さ れる 「 完 ] と | 終 ] の 意味 は 、 
計り 生き の SF どの 
合 が 「 完 ] と な り 、 途 中 で 終わ っ た 場合 
が | 終 ] と な る 。 横 の 数 字 は 終わ り 方 の 種 
類 を 表し て お り 、 同じ 終わ り 方 を し て も 、 
数 字 は 増え た い 。 ち な み に 回 数 表示 の 数 。 スタ ッ フ ロー ル が 流れ れ ば スタ ッ フ ロー ル の 出 な い 
値 は 、 セーブ し た 回 数 が カウ ント され る 。 「 売 ] と な る 。 「 終 ] は バッ ド エ ン ド だ 。 








発 11 回 or 秩 」3 回 で 新た な 展開 が …・ 


本 の 「 完 ] が 1 に な る か 、 | 終 ] の 数 値 が 3 新しく プレ イ で きる よう に な る の は 、 以 下 
に な る か すれ ば 、 新 し い シ ナリ オ を 見 る こと の 4 種類 の シナ リオ 。 事 件 解決 編 と は また 違 
が で きる よう に な る 。 っ た 雰囲気 を 楽し も う ! 





悪 吉 編 スバ パイ 編 . の 迷 踏 編 鎌 井 達 の 夜 編 


シュ ブー ル を 舞台 に 客 の スパ イ た ち が 、 圭 の 中 で 散々 迷う 2 談話 室 に あっ た P9。 
直人 人 人 現 象 が 巻き かまいたち " 参 戦 人 。 や っ と た どり 着 そ と か ら 哲 まる 摩 


起こ る 。 を 繰り 広げ る ! に 不思議 な 物語 こ は ? 





ピン ク の し お り が 登場 すれ ば 、 

さら に 新しい ス トー リー が 楽し め る ! 

「 か まい た ちの 夜 ] に 入っ て いる シナ リオ は まだ まだ こん な も の 
う で は 終わ ら な い ! 位 放 一 プ デ デ タ の 本 に 、 ピ ンク の し お り が は 

さま れ ば 、 さ ら に い ス が めす る の だ 


ピン ク の し お り の 出し 方 、 そ し て その 後に 待ち 受け る も の は ……? コ 
「 ど うし て も わか ら な い 」 と いう 人 は 、 次 ペー ジ か ら の 封 を 解い て くだ さい 


- 電 か - ド 4/ 琴 と 真理 
_ 下 SS 


科 の ヽ 
の YC: 
- 夜 ち 


に ! 回 目 


= s: そ 反 





。 弟 ROSSNV[ 








〈 特 別 訪 > だ け で 楽し め る シナ リオ 


Player's Support 2 / Special story 





く 具 埋 > の 採 偵 物語 


Q. ど ん な お 話し な の ? 
人 な ん と ( 昔 ) が 探 務 所 を 問い で いる シナ リオ で す 。 


世間 を 騒が せ た あ の 「 ペ ンション バラ バ 
ラ 殺 人 事件 ] か ら 4 年 後 。 事 件 を 見 事 解決 
に 導い た 真理) は 、 探 偵 事務 所 を 開い て い 
た ……、 と いう の が この 「[ (真理 ) の 探偵 物 
語 」 だ 。 〈 穫 )》 は と いう と 、 助 手 と し て ( 真 
理 ) の 手 荒 い 仕打ち を 受け な が ら も 、 コー ヒ 
ー を 入れ た り と 、 か い が い し く 働 いて いる 。 
さて 、 そ ん な (真理 ) の 事務 所 に 顔なじみ 
の 刑事 が ひと つの 事件 の 資料 を 持っ て 相談 
に 来 た 。 プ レイ ヤー は 、( 上 真理 ) と な っ て 、 
資料 を 手掛かり に 、 刑 事 に 的 確 な アド バイ 
ス を 送ら な けれ ば な ら な い の だ ! 





や 慎 許 の 
ドー 


テ MI ご の ロ 由 


os) 


SS、 この ハー ド ボ ポイ ル 
人 5089 SN 


『ー の SE っ la の SE 

だ 際 だ お は 水 容 用 の | BE34re 
2 肝 を 』K ろ | 用 た お 

| し 2 





Q. ど うす れ ば 見 られ る の ? ロ 
4. そ の 名 の 通り ( 提 理 ) を 名 探偵 に すれ ば いい の で す 。 


この 「 (真理 ) の 探偵 物語 ] は 、 最 初 か ら 
プレ イ で きる わけ で は な い 。 あ る 条件 を ク 
リア すれ ば 、 プ レイ 可能 に な る 。 そ の 条件 
も ビ ピンク の し お りな ど と は 一 切 関係 は な い 。 

その 名 の 通り 、 最 初 の シナ リオ 本 編 、 す 
な わ ち 事件 解決 編 で ( 理 ) を 名 探偵 に し 
て し まえ ば 、 そ れ で OK だ 。 つま り 、 (真理 ) 
の 推理 に よっ て 事件 を 解決 し て あげ れ ば 、 
プレ イ で きる よう に な る と いう こと ょ 。 

具体 的 に は 、 最 初 の 犯人 名 入力 の 後に 謎 
解き の 説明 を し て いる と ころ で 、 わ ざと 窓 
を 割る トリ ッ ク を 間違え れ ば ……。 
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窓 を 割る トリ 
と いつ 方 を 選 
解決 し て くれ 、 


ッ ク の 説明 で 、 猫 の ジェ ニー を 使っ た 、 
の < 透 > に 変わ っ て < 真理 > が 事件 を 
気道 の 技 ま で 披 諸 し て くれ る の だ 。 


る Peorpmaft 
| みまい た ちの 夜 」 衝 席 解明 往 





1 "特別 訪 " た け で 楽し め ら る シナ 粒 議 に | は 


Q. 目 的 は と に か く 事 件 を 解決 すれ に 紅 給 \ の .? 
AA. それ だ け で は あり ませ ん 。 事件 は 人 ゆ に も 謀 絆 し ます 。 


「 (真理 ) の 探偵 物語 | の シナ リオ は 、 事 務 所 で この シナ リオ は お も うお し まい 朝 旋 . 恒 ら て 
の 中 で 、 た だ 資料 に 日 を 通し た だ け で 犯人 いる あな た は 甘い 甘い 。 な ん と 重 . 仁 の 々 称 
を ビ ピタリ と 言い 当て る 、 と いう 構成 に な っ リオ は 、 展 開 次 第 で は 真犯人 が 変わ っ て し 
て いる の だ が 「 見 事犯 人 を 当て れ ば 、 そ れ まう と いう 仕掛 け に な っ て いる の だ ! 


商 料 を も と に し て の 犯人 推理 そし て 見 事 朋 決 …… か ? 


uo GrSQ06 の 6 上 2 


身長 168 22 は 
手合 rie 


4 人 。 1 人 1 人 の 資料 を 見 て い 推理 が 正しけれ ば 、 そ の 後 の 事 務 所 は 大 繁盛 と 
。 学 し て 。、 犯 人 言い) 当 て る | な る 。 だ が 、 こ れ が 唯一 の ルー ト で は な い ! 


黄 相 魚 明 の カギ は ここ に あっ た の だ !! 


| (真理 ) の 探偵 物語 |] が 、 な ぜ プ レイ の 度 に 
展開 が 変わ る の か ? その カギ は 資料 を 見 る 
順番 に あっ た 。 そ の 順番 が 変わ れ ば 、 展 開 も 
変化 する の だ 。 で は 、 こ の シナ リオ は 24 通 り 
の 展開 が ある の か 、 と 単純 計算 上 で 、 そ う 思 
うか も し れ な い が 、 恐 れる 必要 は な い 。 容疑 
者 の 数 は 4 人 で 、 そ の うち 誰か が 犯人 に な る 
と いう 4 通り 以上 の 展開 は な い の だ か ら ……。 








UE 
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良く も 悪く も と に か く あ ら ゆ る 結末 を 見 た 時 
ピン ク の し お り は 登場 する | 

ビ ピンク の し お り を 登場 させ る 条件 、 そ れ は ズバ リ 、 
事件 解決 編 と それ に 続い て 登場 する シナ リオ を 合わ 
せ て (P64 参 照 )、 計 5 つの シナ リオ に 用 意 き され た エ 
ン デ ィング を 「 完 も 「 終 ] も 含め て 全部 見 る こと 。 


その 数 は 合計 21 個 。 す な わ ち 最低 で も 21 回 プレ イ し 
な いと 、 ピ ンク の し お り は 登場 し な い の だ 。 


ピン ク の し お り を 出す た め に 、 旋 時 う て ここ に ある すべ て の 男 還 を 見 よう | 
ピン ク の し お り 登 場 ま で の 全 エ ン テ ィ ン グ 画 面 リ スト 


数 だ け 聞 いて も 、 ま だ ビン ク の し お り が これ で 自分 の 見 た 画面 を チェ ッ ク し 、 フ ロ 
登場 し な い 、 と いう 人 の た め に 、 各 シナ リ ー チ ャ ー ト 機能 を 十分 に 活用 すれ ば 、 必 ず 
オ 別 に 全 エ ン デ ィング を リス ト ア ッ プ し た 。 ピン ク の し お り に 到達 で きる は ず だ ! 


」 


.euFg「 譜 
の [ 間 」, 如 強 有 Sm 


TiIAeoMG の に る は | 
S 回 選 光 畑 璧 史 距 芋 





(ん ec も な い 様 手 だ っ た 。 息女:…… み どり きん の こと だ ろう 。 
「 冗 談 や あら へ ん 。 こ れ 、 え え 考 え や と 思う 死体 は 多分 千広 の 部 屋 に ある の だ 。 嘩 
けど な あ 』 時 -- 


まく を 帝 す つも りな 


| 避 く 突き 立つ た スト ッ ク を 、 ぼ く は 引き 投 い た 
陣 で まみ れ だ スト ッ ク が 床 に 転がる 。 

軍 が 汚 ら わし い で も 上 異 る か の よう に 

の さる 。 明 
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プレ イヤ ー ズ サポ ー ト I 





[か まい た ちの 夜 」 衝 度 解明 編 







夫 や っ か りお な じみ の 「 ピ ンク の し お り J。 も ちろ ん 「 か まい た ちの 夜 特別 科 
叶 も 存在 し ます 。 こ こ で は その 出し 方 を お 教え し まし ょ う 。 で も 、 し お り を 登場 
加 B か 5 と いっ て 、 それで お し まい と いう わけ で 撤 な いん で す よ ! 





、 選 く を 灯 し て くれ る 
に か か っ て 死ぬ の な 


し て 油 理 が すでに 死ん で いる の な 
で う 3 導 江 て ぼく は 枝 英 み を を 江 か べた 
まる に 王 緒 に な れる だ ろう 。 


と 、 ぼ ぽく 


ー 人 旅立っ た 。 
2 議 


バキ い草 が し て 小森 きん は の 上 | 
よう な 気 が し た 。 も も を つい た 。 





「 雪 の 迷路 編 」 と 「 鎌 井 
達 の 夜 編 」 は 1 通り の 
wrtzrsrwex CETO27 終わ り 方 し か な い が 、 
* ES 0 0 半 呈 司 スズ ス 夕 ッ フ 日 ー ル の 
| 流れ な い 「 終 ] 扱い の エ 
ン デ ィング ク で ある 。 
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ピン ク の し お り の 兄 に ある も の は ? 


ピン ク の し お り を 登場 さ ぜ て も 、 それ かず べ て で は な いと ころ が [か まい た ちの 夜 


の 奥 の 深 さ だ 。 この 先 に まだ 何 が あめ る どい う の が 





ピン ク の し お り が 登場 し た 後に 登場 する 
シナ リオ は 主 に 「O の 喜劇 編 ] と 「 購 号 編 ] 
の 2 つ 。 そ し て 、 シ ナリ オ 自 体 は 変わ ら な 
「 な ん な の 4 あの 


真理 が 気持 ち 表 活 うに 言 5 た 
「 ひ どい な 、 あ りゃ や 昌 


や が 坦 9 ご 
「 そ I 地 還 際 や うた ん や ! 春 
[は い 、 疫 

応 地 下 定 へ と 消え た だ 。 





「0 の 喜劇 編 }」 で は 、 コ ー ト 姿 「 





ほん の 少し だ げ け 紹介 し よう 。 


こと が 





い が 、「 スパ イ 編 | も 一 部 が バー ジョ ンチ ェ ン 
ジ さ れる ぞ 。 ち ょ っ と 還 で 、 ムフフ な シー ン 
を 見 る こと が で きる よう に な っ て いる の だ 。 





第 号 編 」 で は 、 バ ラバ ラ 死 体 「 ス パイ 編 」 で は こん な シー ン 
だ っ た は ず の 田中 さん が 、 な ん の か わり に 、 宝 の あり か を 示す 。 も ……。 は いい 、 お 子 さ ま に は 目 
と オカ マ に な っ て 登場 する 。 に 毒 で す ! 


第 号 が 落ち て いた ……。 


[か まい た ちの 夜 ] の 謎 は 、 ま だ これ で は 終わ ら な い 。 実 
は 重大 な る 陰謀 が 「 暗 号 編 」 の 中 に 隠さ きれ て いる と いう の 
だ 。 そ れ を 見 る た め の カ ギ は 、 則 暗号 編 ] の 中 で 使わ れ 
た た トリック] 。 「 暗 号 編 」 の シナ リオ の 中 の どこ か に 、 こ 
の トリ ッ ク が 仕掛 けら れ て いる らし い 。 そ し て 、 め で た 
く 隙 され た 陰謀 を 目 に し た も の に は 、 迷宮 へ の 扉 が ……。 







率 を すべ て 解き 、 も う 「 か まい た ちの 夜 ] は 遊び 尽く 
し た と 思っ た ら 、 セ ー ブ デ ー タ が 記さ れる 本 を 見 て みよ 
う 。 そ の 証 が 現れ て いる は ず だ 。 も し 、 そ の 証 が な けれ 
ば 、 ま だ や り 残 し た こと が ある と いう こと 。 そ し て 、 証 
を 手 に し た 著 は 、 ご ほう びと し て 、| ちょ っ と 邊 な か ま 
いた ちの 夜 」 を 楽し し る よう に な る の だ ! 
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に ) 


ーMo! さ Oi 人 国 層 
sm さき wl 和 由 半 


うい 1 


oe 











section 


間 1:4、 問 2:1、 間 3:2、 間 4:4、 


間 5:1、 間 6 1.3、 間 7:3、 間 8 : 2、 
間 9 : 3、 間 10: 4、 間 1:1、 間 12:3 


解 説 

上 問 細 な こと ば か り だ が 、 ほ と ん ど は 基本 カカ 
ルト と いっ て いい だ ろう 。 間 10 と 問 11 だ 
け は 、 ピ ンク の し お り 登 場 以降 の シナ リオ か 
ら の 出題 で ある 。 


sectlonll 
間 す で ウー アー モー イ 
間 2 : ア み イー ウ 
間 3 : エー っ アー イー ウ 
間 4 : カッ ウー キー アー オー クー イー エ 
解 説 

問 3 、 間 4 あたり は か な り カ ルト 度 の 高い 
問題 ご ある 。 シナ リオ を 書い た 我孫子 氏 で す 
ら 、 そ の 順番 まで は すぐ に 答え られ る か どう 
か 定か で は な い 、 赴 時 商 題 で ある 。 


section 四 

同 1 : ア テー の 、 イー%、 ウー ゆ 、 
エー(D オー6) 

間 衝 まさ ー の イー の ウー 

間 3 : アー⑨、 イー①、 ウー④、 
の オー 


朋 説 

問 1、 間 2 は 茜 本 カル ト 。 た だ し 、 問 と は 
SF C 版 と PS 版 両 万 を や っ て いる ファ ン で 
な いと さす が に わか ら な い だ ろ っ うつ 。 


問 3 で は 小林 二郎 で は な く 、 小 灯 一 郎 で あ 
る こと に 注意 。 < 真理 > の 叔父 は | 由 一 郎 で あ 
っ て 、 小 林 一 郎 は 悪 載 編 で 美樹 本 の 話 の 中 で 
の み 登 場 す る < 真理 > の 父 だ 。 つま り 、 そ の と 
き は 美樹 本 が < 真理 > の 母方 の 示 六 と いう こと 
に な る の だ 。 


section JV 
間 1 : 松竹 子 
間 2: 南 

解説 

みどり の 死ん だ 直後 に 、 事件 を 解 天 すれ ば 、 
犯人 は 動 繁 を 月 ら か に する 。 その と き に バラ 
バラ に し だ 機 信 者 の 名 前 に も 言及 する の だ 。 


間 3 : 46 

解 説 

ピン ク の し お り を 登場 させ た プレ イヤ ー な 
ら 、 そ の た め に 見 た ら 1 個 の エン ディ ング の 
中 に 、No.43 が あっ た こと か ら 、 少な く と も 
それ だ け は ある と は わか っ て いた こと だ ろう 
が 、 正 解 は 46 だ 。 ち な み に 、 ペ ンション 内 
の 迷宮 に 入る こと が で きれ ば 、 そ の 中 で 18 
個 の エン ディ ング を 見 つけ る こと が で きる 。 

また 、 追 加 シ ナリ オ < 真理 > の 探偵 物語 の 
エン ディ ング は 全部 で 2? つ だ 。 そ し て 、 最後 
の ドラ マ 「 ち ょ っ と エッ チ な か が まい た ちの 化 ] 
を 見 る こと が で きれ ば 、 そ れ が 46 個 目 の 工 
ン デ ィング と な る の だ 。 
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て 訪 の 多 計 NN 


サウ ンド ノベル ・ エ ポリ ュー 








還 机 55| 「 サ ウン ド ノ ベ ル ・ 
要 放 | | 小 リ リコ ーション 3 
時 佳 一 運 合 の 交差 点 」 
ント 語 発 売 元 チュン ソ フト 
で マ 人伝 】 定価 : 5800 円 (税別 ) 
-- 飲 当 1999 年 1 月 発売 








草 斬新 な シス テ 
ム と 豊か な 物 
語 で 話題 の サ 
ター ン 版 。 絶 
的 発売 中 ! 





発売 名 ナコ ヨン ソフ ソト 
定価 : 5.800 円 (税別 ) 





サウ ソン ド ノ バ ル エボ リュ ー ツ ョ ン の 
すべ て を 直り 尽く そう !! 


チュ ン ソ フト が 目 信 を 持っ て お 送り する 、 サ ウ 
ンド ノベル 3 部 作 & 関 連 商品 を 一 学 に 大 紹介 上! 


< み = ケ 7 へ ZZ ア /Z グ ケー タプ 《 う ) 


B 人 の 主人 公 と 400 人 の 登場 人 物 が 
織り な す 壮 大 な ドラ マ !! 


| 渋谷] と いう 「 同 じ 空 間 ]」、「 同 じ 時 間 淀 」 
に 偶然 いあ わせ た 8 人 の 主人 公 た ち 。 そ れ 
ぞ れ が 繰り 広げ る 個性 豊か な スト ー リ ー を 
天 ツ ビン クン ステ ァ テバ で 自 肌 に 休 き 来 し 、6 
通り の 人 生 を 楽し むこ と が で きる 、 ま っ た 
く 新 し い サ ウン ド ノ ベ ル が PS 版 に 登場 ! 
何気なく 選択 し た 行動 が 、 他 の 主人 公 た 
0 0 
負 l レプ ノラ ク ク メ ント 
シス テム を ひも と い 
て 、 あ な た の 手 で 8 
人 を ハッ ピー エン ド 
に 導い て あげ よう 。 










長坂 秀 佳 氏 書 き 下 ろ し 
の 小説 を 収録 。 攻 略 情 
報 も 増強 され 、 8 人 の 
塔 僅 ド ZAPS| 行動 も バッ チリ 。PS 版 


6 チョ ロク フト 
人 1600 抽 ) に も 対応 し て 再 登 場 ! 


ダウ た 7 ケル テー ェ フ 
あの 恐 稼が ふた た ぴよ み が え る !! 
傑作 ホラ ー が 装い も 新た に 登場 ! 


スー パー ファ ミコ ン 版 ソフ ト 発 売 か ら 7 年 。 
サウ ンド ノベル と いう 新 ジ ャ ン ル の ゲー ム を 
作っ た 、 名 作 ホ ラー ソフ ト 「 和 弟切草 ] が PS 版 
癌 し (ハツ ーッ クツ ク し G 帰 < きた! 
CG ク リエ イタ ー・ 木 村 俊 幸 氏 に よる 秀 故 な グ 
ラフ ィ ッ ク と 脚本 家 ・ 長 坂 秀 佳 氏 の 手 に よる 
SEC 版 に は な か っ た 追加 シナ リオ が 、 再 びあ 
な た を 黄 居 の どん 底 へ と お と し いれ る 。 
凡 』「 サ ウン ド ノ ベ ル ・ yh 定 お ノ ーー コリ / 

エボ リュ ーション 1 

弟切草 交 生 篇 

cpp e ラ た シル ジ / 4 に 


症 価 : 4.800 円 (税別 ) 


1999 年 6 発売 。 公式 ガイ ド 。 0 me 。 


サウ ンド ノベル ・ エ ボリ ュー ショ ン 2 


8 
が か まし が ちの 谷 


PRINIING 


| か まい た 5 の 夜 粗 人 
アル ンジ アル 
発売 乾 : ノア 
エン タテ イン メン ト 株 式 会 社 
定価 : 2427 円 ( 科 呈 


ー ス トス マイ ル ・ 


ゲー ム BGM を 収録 
だ リシン カル 
の ウン ドド アッ クノ ク 。 
ゲー ム で の 柚 居 と 
興奮 が 鮮明 に 蘇 る 。 
メイ ンマ の らく 
数 を の 名 曲 を アレ 

ジ し て 収録 。 1999 
年 1 月 20 日 発売 予想 


「 あ ED の か また 5 の 


発売 元 : チュ ン ソ フト 
定価 : 680 円 (税別 ) 


旧版 の ファ ン ブ ッ 


ク 発 表 当 時 (P96 


参照 ) に 行っ た 、 


シリ コンペ バ 
ト 入 賞 作品 集 。 
の ン ( の UE NO 
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ー ル ド が 展開 ! 





ジョ ァ ル 4 アム 9 カ き リモコン レー 


「 か まい た ちの 夜 特別 篇 』 公式 ファ ン ブ フック 


SIAFF 
企画 ・ 構 成 中 西 一 彦 行 澤 恭 子 
斉藤 睦 志 (スタ ジオ ・ ハ ー ド ) 
永田 浩章 西谷 英 晃 ( 超 音 速 ) 
装丁 能 島 健二 (スタ ジオ ・ ハ ー ド ) 
本 文 デ ザイ ン 高橋 みどり (スタ ジオ ・。 ハ ー ド ギド) 
日 目 司 三 に | 《 こ 19|=) ヨ = き =16)N【@ 有 jp 月 
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